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児童 ・生徒 の コ ミュニケ ー シ ョン意 欲 を高 め る支援 の在 り方

研究の概要『～ 「
教育課題分科 会で は、児童 ・生徒の コ ミュニ ケー シ ョン意欲を高め るために、授 業にお1

ける教師の支援 にっ いて研 究 した。i

研 究を進 めるに当た り授業の 中で 自己表現で きる課題 と場を繰 り返 し設定 し、教師が 児1

童 ・生徒 の表現を受容 してい くことによって、 コ ミュニ ケー ション意欲が 高まると考え た」
　

その ため、(1)課 題、場の設定 く2)学 習場 面での教師の働 きか け の二点 につ いて1

・表現す る力を育て るための 工夫 ・相手や周囲の状況を理解す る力を高めるための 工夫1

につ いて検討 し・授 業を乱 て適切な支援 の在 り方 につ いて検証 した。1

その結果、次の二点が重要であ ることが分か った。

(1)児 童 ・生徒の実態を把握 し、支援 の方法 を考え るに当た り、様 々な場面での コ ミュ

ニケ ーシ ョンの実態や様子の観点 を明確 に して記録 す ること。

② 授業を行 う際、表に まとあた項 目の各要素を基に児童 ・生徒の個 々の実態によ り支

援 の方策 を具体的 に指導 案へ記入す ること。

児童 ・生徒 のコ ミュニケー シ ョン意欲の高 ま りを、項 目 ごとに教師に よる観察 や児童 ・

生徒 の 自己評価や相互評価で評価 して いったが、 さらに有効で具体的な評価を開 発 して い

くことが 、今後の課題である。

1

1主 題設定の理由

本分科会の研究 員が受け もっ児 童 ・生徒 の障害や発達段階は様 々で あるが、障害のあ る児

童 ・生徒が社会の一員 と して21世 紀 をた くま しく生 きてい くための個 々の学習課題 に視点を

当てて話 し合 ったと ころ、次 のよ うな共通点が挙げ られた。

● 児童 ・生徒 は、意思表現 の方法 を個 々に身 に付 けているが、多 くの場 合不十分 である。

そのため、人 とのかかわ りが妨 げ られ た り誤解を生 んだ りし、人 とかかわ ることへの意欲

をそ こな って いる。

・ 日常的 な生活経験の不足等か ら、 自分で考え判断 す る力が育 っていない。

これ らの実態を踏 まえ、障害 のある児童 ・生徒 に とって 「生 きる力」 とは、健康な体づ く

りとともに、 自分 自身のよさに気付 き、周囲の人 とかか わ りなが ら生活 して い くことととら

えた。 そ こで、体験 的な学習 を積極的に設定 し、主体的 に考え る機会をよ り多 くす るととも

に、 人 とかかわ る意欲を育て る支援にっいて研究 して い きたい と考えた。

∬ 研究の方法

1基 礎研 究 一研究主題 についての検討 一

研究の過程 で 「意欲 とは何か 」 「何を もって コ ミュニケー ションを意欲的 に行えた と評価
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す るか」な ど各校の実態 に基づ き検討 した。 その結果、発達年齢や障害の種別によ らず、教

師の 「受容的態度 」を前提 に指導を進め ることが大切であ ることにつ いて共通理解 がで きた。

そ こで、以下の基本 となる仮説を立て、研究授業を通 して検証す ることと した。

本分科会で検討 した 「受容的態度Jと は、児童 ・生徒の思いを教師が受 け止め理解す る こ

とであ り、教師の姿勢 や態度が児童 ・生徒 の望 ま しい人間関係 を築 いて い く基礎 にな ると考

えた。児童 ・生徒 が人とかかわ る中で、 コ ミュニ ケーシ ョンの意欲 は芽生え る。 そ して 自分

の表現が相手に受 け入れ られ、認め られ ることで、意欲は高 まる。 それが繰 り返 され る度 に

コ ミュニケ ーシ ョンに対す る自信が生 まれ、意欲 はさ らに高 まることになると考 えた。

(図1参 照)

〔図1〕 「コミュニケ ーシ ョン意欲 の高 ま り」 についてのイメー ジ図

欲

欲

圏

聚
鰭
圏
磨

ぐ

如

R

受 け と め る

2研 究授業における研究

(D小 学校通級指導学級(言 語障害)「 集団適応が難 しい児童」 に対す る研究授業

*相 手の気持 ちに合わせて、 自分の気持 ちを コ ン トロールす る力を育てるための支援の

在 り方

*こ とばの発達 を促す ための コ ミュニケーシ ョンの在 り方

② 小学校知的障害学級 「総合学習」の研究授業

*学 習指導案(9頁)参 照

(3)肢 体不 自由養護学校高等部 「朝の会」の研究授業(ビ デオ)

*障 害の重い生徒 に対す るコ ミュニケーシ ョンの在 り方 と手だて

*生 徒の微妙 な変化を ど うとらえ評価す るか

(4)小 学校通級 指導学級(情 緒障害)「 音楽課題」の研究授 業(ビ デオ)

*意 欲的に表現 し合え る音楽指導の在 り方

*音 楽課題を通 して人 とかかわ る楽 しさを味わわせ る支援 の在 り方
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(5)ろ う学校中学部 「英語」の研究授業

*学 習指導案(13頁)参 照

皿 「コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ン意 欲 」 に つ い て

1授 業 にお ける 「コミュニケー ション意欲」の支援 とは

児 童 ・生徒が コ ミュニケー シ ョン意欲を もって学 習活動 に取 り組むためには、教師 との

信頼関 係が 構築 され、安心 して学習で きることが 大前提 となる。児 竜 ・生徒 と教師 との信

頼 関係はすべての学習活動 の基本 とな るものである と考えた。

このよ うな考えを基に研 究を進め る中で コ ミュニケー ション意欲を高め るための 具体的

な 支援 を以 トの よ うに考え、整理 した。(図2参 照)

〔図2〕 授業 にお けるコミュニケーシ ョン意欲を高 めるための支援
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児童 ・生徒 は、適度に抵抗 のある課題 に意欲を燃 やす。安心 して取 り組 め る課題 と少 し

難 しい課題 を組 み合わせ、個々の実態 に応 じた援助を工夫す る必要があ る。

また、 コ ミュニ ケー シ ョンとは、かか わ り合 う者 の相互の問題で あ る。 その ため、児

童 ・生徒の言葉で表現で きない思 いを教師が どれだけ受 け止めて、児童 ・生徒 に返すかが

大 きな鍵 となる。 日常のかかわ りや授業場面での教 師の姿勢が問われてい ると言え る。

「コ ミュニ ケー ション意欲」 を もって学習活動 に取 り組むため に、以上 のよ うな点 に留
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意 しなが ら研 究授 業を通 して検討を深 める ことに した。

2授 業 における 「コミュニケ ーシ ョン意欲」 の評価

研究を進め る中で 「コ ミュニ ケー ション意欲 」に関 して、 どのよ うな方法で評価 してい く

かを指導案の書式 も含め検 討 した。 その結果 、学 習指導案の中に児 童 ・生徒の コ ミュニケー

シ ョン意欲が高 まった と考え られ る具体的な児童 ・生徒の行動を明記 して授業での様子を観

察す ることで評価を研究 してい くことに した。

IVコ ミ ュニケ ー シ ョン意欲 を高 め るための授 業 にお け る支援 の工 夫

1研 究仮説について

各研究員が担当 して い る児童 ・生徒の コ ミュニケーシ ョン意欲 を高めるための手だてをあ

げて簡易KJ法 で まとめた。 その際、指導計画作成や授業の事前の準備等 の段階 にお ける支

援 と授業時 にお ける支援の二っ に分 けて考えた。

コミュニケーシ ョン意欲を高めるための支援

(D「 学習課題 ・場の設定 について」(授 業計画 や事前の準備等の段 階)

(2)「 学習場面での教師の働 きか けについて」(授 業 時)

さ らに コ ミュニ ケ ー シ ョ ンの 力 を 以 下 の二 つ に分 けた 。

(1)

(21

コミュニケー シ ョンの力

「表現す る力」

「相手や周囲の状況を理解す る力」

まず 、どの よ うな障害や発達段階で も共通す る支援 を考えた。次に、実 際の授業計画 に即

して、具体的 な支援を考えた。それか ら、研究授業ではすべての支援を網羅す るので はな く、

その授 業での ね らいを達成す るために必要 な重点的な支援 を考 えた。 これ らの過程か ら以下

の ような研究仮説 を立てた。

研 究 仮 説

r授 業の中で、 自己表現がで きる課題 と場 を繰 り返 し設定 し、教師が児童 ・生徒の表現を

受容 して い くことによ り、 コ ミュニケー シ ョン意欲 を高め ることが で きる』

この仮説を もとにそれぞれの授業改善を試 みた。 その際、授業における支援を次の4っ に

分 けて まとめた。

Ar表 現 力を育て るための課題 ・場の設定」

Br相 手や周 囲の状況を理解す る力を育て るための課題 ・場の設定」

C「 表現す る力を育 てるた めの教師の働 きか け」

Dr相 手や周囲の状況 を理解す る力を育 てるための教師の働 きか け」

話 し合 いを重ねた結果、種別 や担 当の学年 に違 いはあって も、大切 な要素は どの授 業で も

共通 して いることが分か った。 その後の授業研究で は、具体的な支援の 手だてを4っ に分 け

て考 え、支援の工夫を した。
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V授 業の実際

指導事例1小 学校心身障害学級(知 的障害)の 「総合学習」の指導

(1}単 元名 「べ っこ うあめ をつ くろう」

② 単元設定の理 由

コ ミュニケ ーション意欲を高め る学習 として、総合学 習を取 り上げた。総合学 習は主体的

な体験学 習が で き、生活経験 を広 げた活動がで きること、 また周囲 とのかかわ りが もちやす

い学習 とい う理 由であ る。学校全体 で行 った全校総合学習で、心身障害学級 の児童 も通常の

学級 の児童 と一緒 に 「べ っこうあめ作 り」の学習を行 った。 その学習では、 自分の願 いが達

成で きなか った学級 の リーダーAの 「や っぱ りべ っこうあめが作 りたい」 とい う思 いか らス

ター トした学習であ る。 高学年の女子が中心 にな って実際にべ っこうあめを作 った り、作 り

方 を教えた り発表 した りして い く学習を通 して、 自分のや った ことを表現 しなが ら周囲の人

とかかわ る楽 しさを体験 させ たいと考えた。

(3)コ ミュニケ ーシ ョン意欲 を高めるための支援

A表 現す る力を育て るための課題 ・場 の設定

① 学 習課題 を設定す る

・ 五っの感覚 に働 きかけ る課題 一 … べ っこうあめを作 って食べ る
。

・ 興味 を もて る課題 …・-Aの 「や っぱ り作 りたい」Dの 「○先生 に食べ てほ し

い」 とい う児童の願いか ら構成 した学 習である。

● 少 し難 しい課題 ・…・ 高学年 は毎朝の 自己紹介 に一言加 えて発表す る
。

● 安心で きる課題(繰 り返 しの課題)一 一 毎 日の朝の会と同様 に自己紹介を紹介す る
。

② 自分を表現す る場 や機会を設 ける 一一 自己紹介をす る。感想 を言 う。べ っこうあ

めを実際に作 る。作 り方の説明をす る。 先生やお母 さんに発表す る。

B相 手や周囲の状況 を理解す る力を育て るための課題 ・場 の設定

① 教室環境 を整 える 一一 自己紹介、合奏、発表、感想 などそれぞれの学 習活動 に適

した場所 にす る。友達同士の学習活動が見え るよ うな場所を設定 し、友達 の動 きを見て、

自分の役割が分か るようにす る。

② 友達 とかかわ る場面をっ くる …一 リーダーが全体の指揮 を とった り、高学年同士

で助 け合 うな ど、子 ども同士のかかわ り合 いを広げ、深めていけ る場を設け る。

③ 話 し合 いの場をっ くる 一 … 学級 会議 を開 き、そ こで話 し合 いのルールを学 習す る

5年 生 は下級 生に問いか けた り、下級 生はそれ に応えた りして い く。毎回必ず会議を も

ち、5年 生同士で話 し合え る機会をつ くって い く。

C表 現す る力を育 てるための教師の働 きか け

① 安心 で きる雰囲気をっ くる 一 「べ っこうあめを作 りたい」 とい う児童の願いを

具体化 する。 自由に感想 を言い合 い、皆で拍手をす る。

② 考 える時間 を与え る 一・… 発表の方法や作 り方 の説明を考えた りす る時間を十分 に

与え る。

③ ヒン トを与え る 一一 子ど もの力で解 決で きない状況の時は ヒン トを出 し支援す る。
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D相 手や周囲の状況 を王τ1!解す る力を育てるための教師の働 きか け

L,話 の聞 き方を教え る ・ 自己紹 介や感想 など、友達が話 した り発表 したり してい

る時は、その 人を 見て話を聞 き、お り二いの頑張 りを認め合え るよ うにす る。

2・ 友達の 占動 に気付かせ る 一 同 じ経験 を した友達の感想 を聞 き、友達の頑張 りゃ

友達の よさに気付 かせ る。

3言 いた いことを 註語化す る どの ようにL7っ て いいか分か らない児 童や冒 菓で

表現で きな い児竜 には、教師が代弁 して一一緒 に 言う。

④ 褒める 一・ リー ダーや、 リーダーに協力 してい る皆の頑張 り等を、結 果だけで な

く、 汰 一人の努 力の過程 を認 めて 、次の課題への意欲にっなげ る。

以上の 支援 を5頁 の表 に照 らして まとめ ると以 ドの ようにな る。

1自 分 を 表 現 す る 力
相 手や 周 囲 の 状 況 を理 解 す る 力L

= =目__一 一一 一一

課 学習課題を設定する 教室環境を整える
題
・場

五っ の 感 覚 に 働 きか け る 課題

A 興味をもてる課題 B
の 安心できる課題 友達 とかか わ る場面を もっ

設 少 し難 しい課題
定 表現する場や機会を設ける 話 し合いの場 を もっ

『 一一

教働
師き

安 心 で き る雰 囲気 を つ くる
c 考える時間を与える

話 の 聞 き方 を教 え る
D 友達の言動に気付かせる

のか ヒン トを 与え る 言 いたいことを 言語 化す る

け 褒める

4)学 習活動計画
＼

＼ 個の課題、 学 習 課 題
、、 、 ＼

学習活動(時間薮〉＼ ＼＼ A B C D

学 級 会 議 を 開 き、Aが 自分の思 いを 書 記 と して 、 今何を話 し合 自分の意見を
べ っこうあめ作 りの提 案 皆の前で言 う 黒板に まとめ って いるのか 言うことがで

をする(1) ことがで きる が書ける が分かる きる

実 際 に べ っ こ うあ め を
作 って食べてみ る

下級生に作 り方
を教え られ

自分から進ん
で行動できる

周 りの状(SLを
よ く見て行動

5年 生の指示
を聞いて活動

(2) る で きる で きる

学級 会議で 、作 り方の発 自分達の意見 書記 と して、 日程係の役割 質問や意見を
表について話 し合 う を分か りやす その場で 書け を果たせ る 言 うことがで

(11 く言う る きる

べ っこうあめの作 り方の 中心 とな って
一ド級生の手伝

楽 しく全体を 自分の役割を
発表の練習をする 全体を見なが い もしなが ら 盛 り上げて練 がんばる

(5) ら練習する 練習する 習す る

口口小、△△小 、○○ 中 発表の中心 と 練習 と同 じよ 自分だけでな 自信を もって
の先生方に作 り方を発表 なって活動 で うに自分の役 く下級生 も見 発表で きる
しよう(1) きる 割を果たせる ながら活動

　

お母 さんたちに も発表 し 前回の反省を 前回の反省を 前回の反省を 自信を もって
よ う(1)本 時 生か して発表 生か して発表 生か して発表 発表で きる

べ っこうあめ作 りは どう 自分の意見を 自分の意見や 場 にあ った意 自分の意見やi
だ ったか、今後の見通 し 言い、皆の意 感想を声に出 見や感想を言 感想を皆の前
につ いて話 し合 う 見 もまとめ ら し皆に伝え ら うことがで き で は っき りと,

(1) れ る れ る る
一 ▼

言 え る
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(51児 童の実態 と個別指導計画 ・評価

※評価は単元終r後 の評価

本 単元で の様f 本 単 元 の 目標 支 援 の 手 立 て 評 価
一}一 一一_

自分の願いか らべ ・ リ ー ダ ー と し ・ リー ダー 会 議 で ・全体の指揮 を

っこうあめを作 る て学習の中心 と は、発 言の内容を とった り参観 者

A

こ とに な った ので

ll記i足して い る。 学

習 の 中 で は 、不 安

な り 自分 で満 足 紙 にfi1:Qき、 何度 も

繋轡糠 幾講
の質問 に応えた

りと自分で も満

足の い く学 習が
よりも喜びの方が ・企体の指揮 を いで臨め るよ うに で きて い た。 普

大 きい。皆が楽 し とることで 自分 す る。授 業後には 段 より多 くの笑
む姿を見て喜んで に対 して自信を 必ず皆の前で褒め 顔が見 られ た。
い る 。 も っ 。 拍手をす る。

料即やお菓子作り ・友 達 と一 緒 に ・ リー ダ ー会 議 で ・周囲の状況を

が大好きで喜んで 楽 し くべ っ こ う 本児の役割を明確 よ く理解 して学

参 加 して い る 。 あ あを作 った り にす る。 毎 日書い 習に取 り組む こ
べ っこうあめの作 発表 した りで き ている 日記を通 し とが で きた 。 積

B り方は○○図書館 る 。 て本児がどう感 じ 極的 に話す こと
で、本を借 りてき ・ リ ー ダ ー と し て い るか つ か み 、 は なか った が 、

た。低学年 に も教 ての学習活動を 励 ます。授業後に 本児 な りに4年
え よ う と して い し、 自覚 と 自信 は必ず皆の前で褒 生 と協力 し、低

る。Aの 隣で 書記 を もっ。 め拍手をす る。 学年に説明 して
を担 当。 い た 。

㈲ 児 童 の コ ミ ュニ ケ ー シ ョンの 様 子

担任 講師介助 担任以外の ○α 二)学級 通常の学級の 通常の学級の 放課後
の先生 本校の教師 の友達 同学年の友達 異学年の友達 その他

「

担任が言 担任の時 ほぼ全員の 現在は、み 4年 生の時は たてわり班活 お祭 りやバ

うことに よりも笑 名前と顔は んなにやさ 友達関係に涙 動 などで、特 ザ ーなどは
はいつ も 顔を見せ 一教 してい

しく接する を流 したが、 に トラブルな 同学年の通
A 「ハ イ 」 音楽 ・図 る。 どの 先 ことがで き 今は落ち着い どはなく自然 常の学級の

と返 事。 工が大好 生にも笑顔 る。特 に1 た。友達の方 にかかわるこ Nと 一緒に

冗談など きで言葉 であいさつ 年生をかわ が塾などで忙 とができてい 行 くことが
は言わな も増えて を し て い いが る。 しくて遊べな る 。 多い。

い 。 い る 。 る 。 い 。

以前よ り 担任と同 皆の前で褒 1学 期は1 移動教室 ・水 たてわり班活 この夏 、病

は打ち解 様に少 し めて くれた 年生と手を 泳 ・運動会な 動などでは自 院で検査を
けて、笑 ずつ 自分 M先 生の こ っなが なか どいろんな行 分の居場所が し、内 向的

顔も見せ から体を とが大好き ったが2学 事で一緒に活 見っか らず、 な性格が極
B るように 触れてき で 、 家 に 期か らは自 動 しているが 鬼ごっこなど 度に出てい

な って き たりす る 帰 って もよ 分か らっな まだ慣れ るの は教師の声か ると診断を
た 。 よ う に く話を して こ う と す には時間がか けがないと自 受 けた。

な って き い る 。 る 。 か る。 分 で 走 らな

A

た 。 い 。
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(7>2学 期の学校生活 にお けるコ ミュニケー ションの支援

担 任 担任以外の本校の教師 ○○○学級の友達 同学年の通常の学級の友達

「Aさ ん は ど う思 クラブや委員会、たて Aか ら積極的にB、Cに 話し 1さ んとの関係が良い方向に

う?」 な ど、常 にAと わ り班活動などで、担 かけるように促すと共に三人 い くよ うに 見守 り、Aの 好 き

A ・一緒 に学 級 の問 題 な ど 任以外の先生と活動し の関係に常に気を配る。学級 なNと のかかわりがなくなら

を共に考えていくよう たり話 したりする場を の皆の前でAの 頑張 りを褒 な いよ うに 、担 任 は 時 々Nに

に す る。 もつ 。 め 、 自信 を もた せ る、, 様子を聞いたりする。

休み時間や放課後など 好きなM先 生と活動で 高 学年 は リー ダーで あ る こ と

一

運動会の組体操の練習を通し

Bと1対1で 会話でき きる00委 員会活動に を繰り返 し伝え、下級生のお て、二人組や三人組を一緒に

B る機 会を もっ 。 積極的に参加するよう 手伝いをする中で、かかわり する友の顔 と名前を覚えるよ

話すことは求めず、笑 に促 す 。 を もて るよ うに して い く。 うにす る。

顔で接する。

(8)本 時の学 習

① 本時の 目標

● 高学 年を リーダーと して、べ っこうあめの作 り方を発表す ることがで きる。

● 一人一人の課題 に応 じた学習が で きる。

② 展開

時 教 師 の 支 援 児 童 の 学 習 活 動 ・課 題 ・(評 価)

主 な 学 習 内 容

閤 T1→ リーダーT2T3T4 A B
,

C D

5 Oは じめのあい さっ ・TlはAの 書 い た紙 を
中心にな っ 自己紹介を は っ き り し 早口にな ら

分 ○学習活動の確認 持 ってAの 正 面に座 る。 て 進 め 、 自 みん なに聞 た声で、内 ず 、 ゆ っ く

○ 自己紹 介(学 年 ・名前等) ・緊張 して 自己紹 介がで き 分 で書いた こえ るよ う 容がみんな りと自己紹

な い児童 にはTlが 声 を 紙を大きな にす る に もわか る 介をする

べ っこうあめの作 り方 を発表 か け る。 声 でゆ っく (0) よ うに 自己 (0)

しよ う ・低 学 年Hに はT2が つ り読む 紹介する

き、一緒に 自己紹介する。 CO) (O>

or3分 クッキ ングJの 合 奏 ・低学年Gに はT3が っ き 全体の準備 大勢の人が 最後の言葉 皆 と一緒に

楽 しく合奏 しよ う 表現で きない所を一緒 に が で きてい いて も練 習 を元気に盛 楽 しく合奏

30 最後は盛 り上げ よう
二,
0つD るか確認 し と同 じよ う り上げて言 し、 最 後 は

分 ・いっ もと違 う雰囲気 に気 T3に 合図 に合 奏す る う(○) 盛 り上 げ る

O手 を洗う が散 って しま う児童 には す る(○) CO) (U)

石鹸で しっか り素 早 く 担任が側 にっいた り声 を グループの 中学年Dと 自分の言葉 高学年Bを

か けた りする。 リー ダー と 協力 しなが で先生方に 助 け な が ら、

03っ の グループに分 かれ てべ っ して先生方 ら自分 な り べ っ こ うあ 先生方に聞

こうあめを作 ろう ・Aグ ル ー プ に はT4 、B に作 り方を に声 を出 し めの作 り方 こえるよ う

お砂糖2杯 、お水1杯 グ ル ー プ に はT3、 グ 説 明 しなが て 説 明 し を説明 しな にべ っ こ う

泡が 出て きま した ル ー プ に はT2が つ く。
コ}7

ヒ)べ っLつ て 、 べ っ こ が ら作 るこ あめの作 り

色がかわ ってきます ・時間の配 分な どはT1が あ めを 作 うあめを作 とがで きる 方を言 う

水で冷や してで きあが り リー ダ ー に 教 え る。 る(○) る(○) (0) CO)

0感 想を聞く 全体を進め みん なに聞 皆の感想を 自分の感 じ

童0 全員の感想を皆で聞き合う ・自己評価 、相互評価 を し なが ら自分 こえ るよ う 聞いた後で た 、こ とを 皆

分 お母 さんや 先生 の感想 も聞 く 一人 一 人 の 努 力 を褒 め の感想を言 に感想を言 場にあ った の前で言 う

○ おわ りのあ いさつ る 。 う(○) う(△) 感想を言 う (O>

(0)
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(9)考 察 と今後の課題

① 学習活動計画、本 時の授業、児童の実態 ・個別指導計画、 コ ミュニ ケー ションの実態を、

児童全 員にっいて明確 に した ことにより、個 々の課題が整理 された。 これ によ り、学校生

活 全体の中で個々の児童への コ ミュニ ケー シ ョンの支援の方法が見えて きた。

② 学習課題 「べ っこうあめ」 は、児童の発案を基 に五っの感覚に働 きか け、興味 ・関心 に

基づ いた学習課題であ った。 また、高学年が各異学年 グル ープの リーダー とな り、下級生

の援助 を しなが ら学習を進 めてい くことによ り、友達同士のかかわ.り、上級生 と下級生の

かかわ りなどの場面を もっ ことが で きた。

また、作業の手順を参観者 に説 明 した り、参観者か らの質問 に応えた りす る場面 を設定

す る ことで、児童 の学 習 に対 す る意欲が 高 まり、 コ ミュニケ ー シ ョン意欲 も高 め られて

い った と考 える。

③ 授 業の最後 に、 「はい ・いいえ」などで応え られ る自己評価を行 った り、仲 間同士 の相

互評価 の時間を設 けた りしてそれぞれが努力 した ところを認 め合 った。 この ことによ り、

自分の頑張 りや友達の活動の様子 が分か り、次時への意欲 に もっ なげ ることが で きた。

④ 教師の 自己評価 として は、一人一人の学習活動に、適切 な声か けがで きなか った ことが

あ った。 例えばAの 班 は、始めのか きまぜが足 りな くて うま くべ っこうあめにな らなか っ

たが、教 師が支援 して、べ っこうあめが上手 にで きた とい う成就感を もたせたか った。 し

か し、 自信を もって説 明 してい るAに 声 をか けるタイ ミングが難 しか った。

本時の授業でのAの 学習のね らいを明確 に して、教師の支援 を具体的に想定 してお くべ

きであ った。

⑤ 自己紹介を した り、合奏を した り、実 際に作 った り、感想 を言 った り、 自分を表現す る

場や機会を、授 業の中で繰 り返 し設定 した。最後 にそれを 自己評価や相互評価で認めてい

くことにより、児 童の学 習意欲を喚起 し、その意欲が人 とのかかわ りに向け られ コ ミュニ

ケー ション意欲 を高めてい くと考えた。

今後の課題 と して、授業時だけで な く、 日常 の学校生活や他の教育活動を通 して、児童

が 自分を表現で きるよ うな環境をつ くることが必要であ る。

指 導事例2ろ う学校 中学部 の 「英語」の指導

(1}単 元名 「『彼 〔彼女〕 は～です』の言 い方 とその疑 問文」

② 単元設定の理 由(省 略)

(3)単 元計画(中1教 科書Lesson5)

① 「彼 〔彼女〕 は～です」の言 い方 とその疑問文4時 間(本 時1/4)

② 「～ は誰ですか」の言 い方 一一3時 間

③Howmanyで 始 まる疑問文 …・…・4時 間
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④ 生徒の実態
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た た

て ・生懸 命 に理 解 しよ う とす る姿 勢 がで きて い

る

英語 学習 の 基 礎 と な る アル フ ァベ ッ ト、

遣
v)日 。己の 中 て も 襲語 を 使 っ て み 遊 い とい う 気 も

ちが あ る,

英 語'≠ 習 の}'<礎 と な る ア ル フ ァヘ ノ ト、 ロ ー

実顧 嘱 樵 獅 融 晶 、蜘 、形容講 珂 単 語 は 、 少 し ≠ つ 覚 え て い る が 、 以 前 習 っ た
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文 法 は、 身 に 付 け るの に時 間 か か か るが 、 繰1妬 去は 、津1牧 ずまで の 内容 を 理 解 して い る

1董毅 鍵練竺 讐 墾 竺 四1堂 望墜 讐壁 時融 する

英語『科 に

お け る

課 題1

騰 獅 宏1鵬 ・絶 竺聖 じ纏 墨 瞬 度・㈱ 積　

謄雛薮欝 灘∴1計繁ll讐鰭翫 支瓢
に 付 け る 、[実 に 理 解 し て い く

1・ 財 るべ騨 語、編 齢1咄 し、自分の・一 ・過麺 赫 ・卜輌 衡 櫨 と満 ・灘 の

噺 ・響懲 織 講畿姻:1鵬 難 麗 讐∴l

l:撫 議 議講 繕1鞍 実際1癒 輝 騰 叢 鰹 う・・臨

(5)コ ミ ュニ ケ ー シ ョン意 欲 を高 め る た め の支 援

A表 現するカを育てるたゐの課題や場の設定

・し 五っの感覚に働 きかける課題 視 覚 に よ る理 解 の た め に、 写 真 、絵 、 文字 カー

ド、指文字などを用い、聴覚に よる理解のために、大 き く明瞭な声で話す.

12興 味を もて る課題
身 近 な タ レ ン ト、 ス ポ ー ツ選 手、 アニ メの キ ャラ クター な

どを課題に取 り人れ る。
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③ 少 し難 しい課題 ・一 話す課題だけでな く、 スペ リングや大文字 ・小文字に注意 し

て英語で 書 く場面をつ くる。

④ 安心で きる課題 一 ・ 板書の要点を見なが ら生徒2人 が順番に応え るとい う、今 ま

で と同様の展開にす る。

⑤ 安心 して表現 できる環境 一 文法のポイ ン トや文字カ ー ドなど、いつで もヒン ト

になる ものを掲示 してお く。

B相 手や周囲を理解す るカを育て るための課題や場の設定

① 一一対一でかかわる課題 一一 生徒 の興味 ・関心 に基づいて、一人 一人と問答をす る

② 集団 とかかわ る課題 一 生徒同士で問答 を楽 しむ場を設け る。

③ 環境を整え る 一一 互いの口元を斜 めか ら見て読話で きるよ うに座席 を配置す る。

C表 現す る力を育て るための教師の働 きかけ

① 安心で きる雰囲気をっ くる …一 いつ もの表情、 テ ンポ、 リズムで授 業を進 める。

② 子 ど もの変化 ・や る気を と らえ る ・ ・ 生徒の表情、 しぐさ、発言を通 して、興味

や意欲を把握す る。

③ 適切なかかわ り 一一 発問に対 し、生徒が即答で きな くとも、考え る時間や ヒン ト

を十分に与える。

④ 肯定的 な評価 による支援 一… 生徒の表現の結果を褒め るだけでな く、頑張 って考

えた過程 も認 め、評価す る。

⑤ 共感 す る …一 生徒 と一緒 に、英語での問答を楽 しむ。

D相 手や周 囲を理解す る力を育 てるための教師の働 きかけ

① 言いたい ことを他 者に もわか るよ うに言 い換え る ・一・ 楽 しい話題があ るのに言え

ず にい る生徒の代弁を し、生徒同 士の理解を促す。

② 頑張 った ことを認め合 う 一一 頑張 った クラスメイ トを必ず拍 手で励 ます。

以上の支援 を5頁 の表に照合 してまとめると以 下の表にな る。

:表 現 す る 力 相手や周囲の状況を理解す る力
一

課 学習課題を設定する

ニ

ー対一でかかわる課題

題
や場

五 っ の 感覚 に働 きか け る課 題
A 興味をもてる課題 B集 団 とかかわる課題

の 少 し難 しい課題
設 安心できる課題 環境を整える
定 安心 して表現できる環境

教 安心で きる雰 囲気をっ くる 言いたい ことを他 者に も分か る
師働
のき

子 ど もの 変 化 ・や る気 を と らえ る
C 適切なかかわり Dよ うに言い換える

か 肯定的な評価による支援
け 共感する 頑張 りを認め合う

㈲ 本 時の学習

① 本 時の 目標

● 英語 で話す ことを楽 しむ。

・ 「彼 〔彼女〕 は～です」の言 い方 とその疑問文にっいて、基本の 文法を理解す る。
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② 展開

C(3年) D(3年)

学習活動 学 習 内 容 課 題 手 だ て 課 題 手 だ て

・あいさ ・英語であいさっを交 タイ ミング良 はっきりとした 大きな声で言 元気づけるよう

っをす わす く言 う Q形 で文の切れ う に言 うC一 ①

る 目が分かるよう

に言うm③

・復習す ・ 「私 は～ です」 英語のスペ リ 黒板に英文を書 以前、繰 り返 生徒本人の名前

る Iam～. ングを正 し かせ確認する し練習した表 を扱い、分か り

・ 「あなた は～です」 書 く A-O 現を思い出す やす くする

Youare～. m④
・ 「あ な た は～ で す 主語とbe動詞 視覚的に分かり スムーズに英 問答形式でテン

か 」Areyou～? の位置が入れ やす く、入れ替 語で話す ポを付けさせる

・ 「はい、 そ うです」 替わることに わる部分を矢印 C一 ①

Yes,Iam. 気付く で記すm⑤
・ 「い いえ、 ちが いま

す 」No,Iamnot.

・新出の 「彼(彼 女)～ で 「ピ ーJと 「ヒ」 「シ 」 の 「 ピ ー 」 と 大きく明瞭な声

表現に す」 「シー」の音 指文字を示 し、 「シー」の音 で範読する

触れる He(She)ls～. の区別を意識 意識を促す を聴き分け主 A…!

「彼(彼 女)～ で し読む A-O 語を特定する

すか」

Ishe(she)^一?

「は い 、 そ うで

豊 通 の 課 題す」 !、

Yes,he(she)is. ・英語で話すことを楽 しむ

「いいえ、ちがい ・基本の文法を理解する

ま す 」No,he

(she}isnot.

・問答を ・英語で自由に質問を

楽しむ 作った り答えたりす ・仕 通 の 手 だ てノ ＼

る ・身近な人物の写真や絵を用いて問答形式をとるA一 ②

○ま とめ ・板書にある基本の文 ・生徒の表現にっいて褒あ、肯定的な評価をするC一 ④

をする 法をノー トにまとめ ・繰 り返 し表現することにより、定着を図る

る

・ア ンケー トに記入す

・3段 階で簡単に評価のできるアンケー トを用いる

・自己評

価する る
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※生徒 の自己評価ア ンケー ト用紙

英語の授 業につ いての ア ンケー ト

☆ 自分の ことを考 えて、○をつ けて下 さい。

授業の中で、友達や先生 との話は、楽 しか ったですか?

っ ま らなか った/ふ っ う/楽 しか った

II授 業の中で、友達や先生 と、話をた くさん しま したか?

少 しだけ/ふ つ う/た くさん した

今 日、勉強 した ことは、分か りま したか?

分か らなかっ た/ふ つ う/よ く分か った

(7)考 察と今後の課題

① 個別指導計画を基 に、 コ ミュニケーシ ョンや教科 に関す る実態をま とめ直す ことによ り、

個 々の生徒の課題 と教師の支援 の手立てが明確 にな った。

② 教師の支援の課題 と して、A・B・C・Dの4つ の項 目ごとに、具体的 な手立てを用意

し実践 したが、生徒の コ ミュニケー ション意欲を高めるため に有効であ った と思われ る。

例えば、タ レン トや スポー ツ選手 に関連 した興味あ る課題を設定 した ことで、生徒が主体

的に英会話 に取 り組む様子が 見 られ た。

③ 生徒の 自己評価 ア ンケー トでは、話の楽 しさに関 して 「楽 しか った」が2名 、話の頻度

に関 しては 「少 しだけ」が1名 、 「た くさん した」が1名 、理解に関 して は 「よ く分か っ

た」が2名 と、本時の 目標はおおむね達成 された と考 える。 このよ うな生徒の 自己評価 は、

教師の授業評価 に直結す る ものであ り、今後 も工夫 していきたい。

④ 授業の中では、教師が文法に関 して説明をす る時間が長 く、身近な人物の写真や絵 を用

いて英語での問答 を楽 しむ とい う学 習の主た る活動が短 くなって しまった。その ことが 、

話の頻度に関 して の 「少 しだけ」 とい う生徒の 自己評 価に もつなが った と思われ る。文法

の説明 も大切であ るが、実際に話 しをす る練習 に時間をかけることが必要で ある。

VI研 究の成果 と課題

1研 究の まとめ と成果

授業研究 を通 して次のよ うな ことが明 らかにな った。

まず、指導計画及び授業時以前の前提 と して以下の ことが大切である。

● 教師 と児童 ・生徒 との信頼関係を築 く。

・ 児 童 ・生徒が安心 して表現で きる集団づ くりをす る。

・ 授業だけで な く日常生活の様 々な場面で、 コ ミュニ ケー ション能 力を は じめ、児童 ・生

徒の実 態にっ いて分析 し、一人一人を詳細 に把握す る。

● 授業は もちろん、遊びをは じめ 日常生活の様 々な活動を通 して、他の児童 ・生徒 とかか
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わ ることを奨 励す る、,

コ ミュニ ケー シ ョン営欲を高め るためのx援 と して成 果のあ った事項

A表 現す るカを育て るための課題 ・場の設定 について

4児 章 一1・徒 の興味 ・関心にiつ いた課題、身近な課題、 ノllっの感覚に働 きかけ る課 題

等を設定す ることで、児 童 ・生徒が 主1体的 に学習に取 り組む ことがで きた.

2児 童 ・生徒が 表現で きる機会を 多く設定す ることで、多 くの 人に認め られ る機会が増

え、意欲的 にな ったり、課題 に熱心 に取 り組ん だ,、

3指 導 者に回答す るだけでな く、特 に周囲の仲間に聞いて もらう場 を設け ることで 、課

題へ の意欲 が高 ま り、理 解が深 め られ た。指導 者 と ・対 ・のかか わ りを 基本 と して、

徐 々に複数の指導 者、児 童 ・生徒同 士へ とかか わ りを広げ ることの 重要性が 再確認で き

た

4日 常生活 と同 じよ うな場 面設定の中で個 に応 じた指導を繰 り返 す ことによ って児 童 ・

生徒が安心 して表現で きるよ うにな った。

B相 手や状況を理解す る力を育て るための課題 ・場の設定にっいて

〔L児 童 ・生徒が主体的 に活動す る場を設定す るこ とで、児童 ・生徒同Lの かかわ りが深

まった。

2友 達の表現を見た り聞 いた り模 倣 した りす る機会が増 える ことで、友達への理解が深

ま った。

嬉 相 々1に良 いところを 見っけ 合え るよ うな課題や場 を設定す ることで、友達の話 を熱心

に聞 くようにな ったc

C表 現す る力を育てるための教師の働 きか けにつ いて

建 児 童 ・生徒の 発 言の意図を受 け 止め、適切 な表現に して返す ことで 、学習 意欲が高

まった。

② 緒 に活動 し、楽 しさを共有す ることで、 コ ミュニ ケーシ ョンが活 発にな った。

,3言 葉で 表現す ることが難 しい児 童 ・生徒のためには
、表現の手段や 方法 にと らわれず

様 々な表現を導 き出 し、模倣 させ たり選 ばせ た り、個に応 じた表現 方法 を工夫 した。 ま

た、 ときには教師が 言語化 した り、代わ りに伝え た。 これ らの支援 によ って、多 くの児

童 ・生徒が発言に対 して積極的 になった。

4教 師の意図 した答えで な くて も、表現 したこと自体を認め、その表現 に対 して肯定的

に受 け止め、共感す る態度を もっ ことで、児童 ・生徒は安心 して発言す るよ うにな り、

満足感を もっよ うにな った。

⑤ 他の児童 ・生徒 と比べ るのではな く、その児童 ・生徒の個 々の成長を認めて評 価す る

ことで、 自信 を もっ よ うにな った。

D相 手や状 況を理解す る力を育 てるための教師の働 きかけにつ いて

① 友達 の話や活動 に注意を向けるよ うに促す ことで、児 童 ・生徒 は友達 の ことに関心を

もっよ うにな った。

② 教 師が 児童 ・生徒の良い ところに目を向け、学 習の過程での頑張 りや努力 した点にっ

いて他 の児童 ・生徒 に伝えてい った。 さ らに、友達の発言や活動 の良 い ところを発表 し

一15



合 う場を設定す ることで、児童 ・生徒 同士で友達の努 力を認め合え るよ うにな った。

③ 友達同十で認め合 うことで、児童 ・生徒 に満足感や成就感を もた らす ことがで きた。

上記の4つ の観点 を もとに、授業の中の様 々な場面 を分析す ることによ って 、具体的 な

支援 を考え る視点が 明 らか になった。その際、異 なる種別の様々な視点か ら支援を考えた

ことが 、有効であ った。 そ して、 その視点に基づ いて支援を考え ることは、個別指導計画

を見直 し、児童 ・生徒 の コ ミュニケ ー ションの実態 を詳細 に把握 し整理す る ことにっな

が った。

研究授 業の際の児童 ・生徒 の表情、活動の様子等か らコ ミュニ ケー ション意欲の高 まり

が うかがえた。4っ の観点に基づいて授業を計画、実施 し評価 ・検討 して い くことの積 み

重ねの中で コ ミュニケーシ ョン意欲 を高 めて い くことがで きると考 えた。

2今 後 の課題

(1)教 師の一方的 な視点 で終わ らないために、 コ ミュニケ ー ション意欲の高ま りを評価で き

るような児童 ・生徒 の 自己評価、相互評価 を繰 り返 し行 い評価の方 法を工夫 して い く。

(2)意 欲を高あ る4っ の観点の各要素を吟味、整理す る。 さ らに、支援に対す る教師側の評

価の視点を明確にす る。

(3)児 童 ・生徒の コ ミュニケー ション意欲を高め るためには、教師の児童 ・生徒 に対す る受

容 ・共感的 な態度、評価の観点等、 日ごろの学級経営の姿勢が重要であ ることを再確認 し

た。人 とかかわ ることの楽 しさを児童 ・生徒 に味わわせ 、一人一人を生かせ るよ うな指導

を心掛 けて いかねばな らない。

(4}題 材 につ いて は、 コ ミュニケー シ ョン意欲を高め るために児童 ・生徒が興味 ・関心 ある

ことを取 り上 げて きた。 しか し、一方 ではそれ に偏 ることな く、児童 ・生徒が様 々な事柄

に関す る知識を広 め、深め られ るよ うに留意 して いかねばな らない。 そ うす ることで、児

童 ・生徒の 「知 りたい とい う欲求」に応 え、 「知 る ことの喜び」を教 えてい くことがで き

ると考え る。

また、 コ ミュニケー シ ョンに関す るスキルにつ いて は今回の研究では触 れ られ なか った。

しか し、 コ ミュニケー シ ョン意欲 を もとに して,コ ミュニ ケー ションに関す るスキルにつ

いて意図的 に指導 して い く必要が ある ことについて も考 えていかねばな らない。

(5>一 単位時間の授業 また は単 元計画 を中心に研究を進 めてきた。今後は単元に系統性 を も

たせ、年 間指導計画の段階か らの検討 を実施す る必要が ある。
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児童 ・生徒が意欲をもって自ら学ぶことができる教科指導の工夫
一 知 りたい ・や りたい ・わか りた い気持 ちを大切 に しなが ら 一

研究の概要

麗 灘 灘 量膿 笥隻蹴 驚 膿 箋
持 ちを引 き出 し、意欲を もって 自 ら活動で きる力を育てる ことが、今…番大 切な ことでは

ないか とい う結論が得 られた。

また児童 ・生徒が意欲を もって自 ら学ぶため には、次の3っ を重点に仮説を立てた。

① 達成感や成就感を得 られ る指導計画の工夫

② 分か る喜 びを味わえ る教材の選定 とr_夫

③ 児童 ・生徒同 士のかかわ り合 いを生かす学 習活動 の工夫

これ らにっ いて、次のよ うな授業研究を通 して検証 した。

① について、知的障害養護学校高等部 「体育」の授 業

② について、小学校心 身障害学級(知 的障害)r国 語 」の授業

③ について、肢体不 自由養護学校中学部 「理科」の授 業

検証の結果、児童 ・生徒が意欲 的に授 業に参加 した り、進 んで活動 しようとす る姿勢が

み られ、更 にそ こで得 られた 自信 や成 就感が 次の学習の意欲 にっ なが って い くこ とが 分

か った。

1主 題設定の理由

教科部会では、最初 に、研究員が担 当 して いる児童 ・生徒の教科学習の課題について協議

した。学 部や学校種別 が異な っていて も、 「自 ら進 んで学 習す ること」、 「集中 力を もち続

ける こと」、 「自分の意思 を表現す ること」、 「興味の広が り」 とい った共通 した課題が明 ら

か にな った。 また担 当 して いる児童 ・生徒 に、 「意欲 を もって 自ら活動 で きる」、 「自信 を

もって活動で きる」、 「進ん で取 り組 む ことがで きる」 とい った、 自 ら学んで い く姿勢 を育

成 していきたいと考 えていることも分か った。 その ために は、一人一人の 「力」を授業を通

して高める ことが必 要で あると考えた。

次に、 「力」 とは何かにっ いて話 し合いを重ね、深めて いった。 「力」 とは、児童 ・生徒

が瞳 を輝かせ主体的 に活動す るために必要 な 「自ら学ぶ力」ではないか と考えた。 そ して子

どもの気持 ちを大事に したいということで、 「児童 ・生徒が意欲を もって 自 ら学ぶ力」に決

めた。

更にど うすれば 「児童 ・生徒が意欲を もって 自 ら学ぶ力」が育っのかを協議 した。児童 ・

生徒 が 「知 りたい」、rや りたい」、 「わか りた い」 とい う気持 ちを もって課題に取 り組み、

教師 の適切 な支援 を受 け なが ら、 自 ら課題 を解決 し、 それ によ って得 られ る 「で きたJ、

「わか った」 とい った達成感 や成就感が 、児 童 ・生徒 に自信を もたせ、 「もっと知 りた い」、

「もっとや りたい」、 「もっとわか りた い」 とい う気持 ちが 生 まれ る。 その繰 り返 しの中で

一17-一



「自 ら学ぶ力」が 高め られ るので はないか と考 えた。

以上のよ うな ことか ら本分科会では、 「児 童 ・生徒が意欲を もって 自ら学ぶ ことがで きる

教科指導の工夫」 を研究主題 と し、 また、子 ど もの気持 ちを大切 に したいとい う気持 ちか ら、

一知 りたい ・や りたい ・わか りたい気持 ちを大切 に しなが ら一とい うサ ブタイ トルを付け る

ことに した。 そ して、3っ の研究仮説 を立 て、研究授業を通 して検証 し、 どのよ うな教科指

導の工夫が有効か探 ることに した。

皿 研究の方法

1基 礎研究 と研究構造図

本分科会 は、都立盲学校、養護学校、公立小 ・中学校 の心身障害学級 の教 師で構成 されて

いる。 そのため、各研究員が担 当 して いる児童 ・生徒 の年齢や実態が異な ってお り、共通の

課題をっかむのが難 しい。 そ こで、

(1)各 学校の児童 ・生徒 の様子 を知 るため、月例会は研究員の学校を会場 と して行 った。

(2)研 究員が担 当 してい る児童 ・生徒 につ いての課題や育てたい児童 ・生徒像 をKJ法 的手

法で整理 した。

(3>新 学習指導 要領 などによ り、研究の方向性 を確認 した。

な どの手順をお って、研究を進めた。

更に研 究主題 を達成す るための仮説 を立て、研究構造図を作成 した。

2指 導案の検討

分科 会を3っ に分 け、指導案作成 と検 討を行 った。

3授 業研究

(1}仮 説 を検証す るため に観察対象児 を設定 し、複数で記録を とった。 その際、記録方法 を

工夫 し、児童 ・生徒の変容が分か るよ うに した。

(2)VTRや デ ジタル カメラを活用 し、授 業の流れや児童 ・生徒 の様子 を確認で きるよ うに

した。

(3)3っ の仮説の うち、毎回一っずっ重点的 に仮説の検証を重ね てい った。

(4)研 究授業後の協議会で、研究のま とあを行 った。
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皿 研究仮説が導かれるまで

1研 究イメー ジ図(図1参 照)

「ifsfi'_・生徒 が意欲 を もって 自 ら学 ぶ ことがで きる力」を身に付け る過程を次の よ うな研

究 イメー ジ図で表 した。

適 切な教材を 与え ることで児 童 ・生徒が 「知 りたい、や りたい、わか りたい」 とい うxis',

ちを もって課題 に取 り組 むUそ こに教師が指導計画を 工夫す るな どの 支援 を した り、児童 ・

生徒 同Lが 相 互にかかわ り合 うことで課題を解決で きたとき、 「で きた、わか った」 とい う

喜びを味 わい、達成感、成就 感を得 る。それが 自信 とな り 「もっと知 りたい、 もっとや りた

い、 もっとわか りたい1と い う意欲を もつ。そ して新たな課題 に対 して 自ら学ぶ ことがで き

ると考えた。 その繰 り返 しの中で意欲を もって 自 ら学ぶ ことので きる力が高ま ってい くと考

えた。

図1研 究 イメー ジ図

知 りた い ・

や りた い ・わ か りた い

・o

)

ら恥 ミ

/¥

2研 究構造図(図2参 照)

まず研 究構造図の骨組 と項 目名につ いて検討 した。

平成11年3月 に新学習指導要領が告示 され、 そのね らいにっ いて研修 した。 そ してそのね

らいが今回の研究の大前提 と してあ ると考え たので 〈新学 習指導要領改訂のね らい 〉とい う

項 目名に し、最上部 に掲 げた。 また児童 ・生徒の課題にっいては具体的な研 究をす るため各

研究員が担当 している児童 ・生徒を対 象 とし、また教科部会のオ リジナ リテ ィーをだす ため

く教育研究員が担 当 して いる児童 ・生徒 の教科学習の課 題 〉とい う項 目名に した。そ して こ

れに続 くく育て たい児童 ・生徒像 〉〈研究主題 〉〈研究仮説 〉のライ ンを中心 と した研究構

造図を考えた。
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図2研 究構造図

「 、

新学習指導要領改訂のねらい

○生きる力を育成する

・自ら学び、 自ら考える力を育成す る ρ 「

・豊かな人間性や社会性、国際社会に 教育研究員が担当している児童 ・生徒の教科

生 きる日本人 と しての 自覚を育成する 学習の課題

・基礎 ・基本の確実な定着を図 り、個性 ○自 ら進んで学習すること

を生かす教育を充実する ○集中力をもち続けること

・特色ある教育、特色ある学校づ くりを ○自分の意思を表現すること

め る ○興味を広がり
--J ○障害の多様化

J

＼/
「 、

育てたい児童 ・生徒像

○自分で選んだり考えたり気持ちを表現できる子ども

/
○意欲をもって自ら活動できる子ども

○積極的に他人とかかわる子ども

○興味・関心が豊かな子ども
lJ

＼/
「

研究主題

「児童 ・生徒が意欲を もって自ら学ぶ ことができる教科指導の工夫」

一知りたい ・やりたい ・わかりたい気持ちを大切にしながら一

L」

＼/
「 「

研究仮説

○達成感や成就感を得られる指導計画の工夫

○分かる喜びを味わえる教材の選定と工夫

○児童 ・生徒同士のかかわり合いを生かす学習活動の工夫

以上の学習活動を繰 り返 してい くことで、意欲を もって自ら学ぶ力

が育成 されると考える。

」J

一20一



IV授 業における援助の工夫

1研 究仮説

本分科会で は児童 ・生徒 の知 りたい、や りたい、わか りたい気持 ちを、 どの よ うな手だて

で高める ことがで きるのか 、イメー ジ図や構造図を まとめ る中で以 下の よ うに整理 した。

1

達成感や成就感を得 られる指導

計画の工夫をすれば…
〉

自分で選ん だ り気持 ちを表現

で きるよ うになるだろう
「

匿 郷 醐 ト陛 ㈹ 一1
児童 ・生徒同士のかかわ り合い

を生かす学習活動がで きれば…

友達の よ うに頑張 ってみよ う

ビ重 うだろう___」

意欲 を もって

自ら学ぶ こと

が で きるよ う

になるだろう1

2授 業改善の視点

授業改善の視点

指導計画の工夫にっ

いて

教材の選 定 と工夫に

ついて

かかわり合いを生か

す学習活動の工夫に

ついて

●児童 ・生徒 それぞれの障害や経験を考慮 し、 ヂで きた」 とい う

うことが理解 されやすい指導計画 にす る。

●興味や関心を引 きやす い指導計画 にす る。

・期待感を もちやす く、次へ のステ ップへ発展 させやすい指導 計

画 にす る。

。児童 ・生徒それぞれの障害や能力に応 じた取 り組 みので きる教

材選 びをす る。

●視覚 、聴覚 な どに訴え 、感覚的 に分 か りやす い教材 選 びをす

る。

● 「で きた」、 「で きなか った」 とい う判断が児童 ・生徒 や教師

に しやすい教材選 びをす る。

・全身を使 い、動 きがあ り体験的な教材選 びをす る。

●お 互いの力を発揮 しやす いグループ作 りをす る。

●一一・人では難 しいが グル ープで協力すれば、 「で きそ うだ」 と思

うよ うな課題 を提示す る。

●友達 には負 けた くない とい う気持 ちを引 き出 し、個 々の力を高

め られるよ うに支援す る。

●行動観察や ワークシー トなどを使 い、教師側 と児童 ・生徒側の

双 方か ら、ね らいが達成 されたか を検証す る。
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V授 業研究

指導事例1達 成感や成就感を得られる指導計画の工夫

知的障害養護学校高等部 「体育」の授業

(1)単 元名 「器械運動」 種目 「跳び箱」

(2)単 元設定の理由(省 略)

(3)対 象生徒の実態

運動面での特徴 目標の跳び方 単元のね らい

A まじめによ くやる。運動経験が不足 していて、 助走から 人の行 っている様子を観

す ぐに模倣ができない。体が硬い。 開脚跳び 察 し、 イメー ジを膨 らま

せ 、跳べ るよ うにな る。

B 模倣す る力が弱 く、緊張や不安、失敗 した くな 助走から 繰 り返 しの練習の中で強

いという気持ちか ら、初めての課題だ と身体が 開脚跳び く踏み切 り、跳び箱が跳

動かな くなる。 べ るよ うにな る。

C 左膝が弱 く、踏ん張 りがきかない。体育は得意 助走なしで 腕で体重を支えられるよ

ではない。よ く不調を訴えて見学をする。 横跳び越 し うになる。身体のことを

考えなが ら練習す る。

(4>単 元の 目標

・ 「で きた」、 「跳べ た」 とい う達成感 を味 わい、よ り高い もの、 よ り高度な技に挑 戦す

る意欲 と態度 を養 う。

● 助走の スピー ドを生か して強 く踏み切 り、跳び箱を越 え られ よ うにな る。

● 失敗 して も、 自分の改善点を見つ け取 り組む ことがで きる。

・ 目標を もち、 自ら練習方法を選択 しなが ら行え るようにな る。

(5)指 導計画

時 間 内 容

1時 問目 自ら目標 とする跳び方を選び、練習課題を選択 し、練習する。

2～4時 間 目 ●跳ぶ とい う運動を、踏み切 り ・腕の支え ・手をつ く位置の3つ に分けて練習

し、ステ ップを踏み、で きる喜びを感 じることができるようにする。
●VTRを 活用 し、実際に跳んでいる姿を見せ、どうすればよいのか自分で気付

くように して進める。

5時 間目 発表会に向けて、跳び方や跳び箱の向き、高さなどを話 し合い、決定する。

6時 間目 跳び箱発表会。学年の先生の前で、体操競技の大会のよ うに一人ずっ発表す

る。発表後、個々の課題達成が分かるように評価 し合 う。

(6)本 時の 目標(1/6)

・ 跳 び方(技)を 選 び、提示 された練 習課題を 自 ら選択 し、練 習す る。
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(7)本 時の展開

★意 欲を も って 自 ら学 ぶた めの 手だて ☆ 予想 され るブ ラスのft動

★ ア、達成 感や 成就 感を得 られ る指導 計画 の 工夫 イ、 分か る喜 びを味わ え る教 材の 選定 と[夫

ウ、兇童 ・生 徒同士 のか かわ り合 いを 生か す授 業の1二夫

芦

学習内容 全体の活動内容 Aの 活動内容 Bの活動内容 cの 活動内容 観察 記録 欄:B

あいさつ ・授業に集中して大きな声であいさつ

本時の説朋 ・億,勲 態をチェックし、構 の流れを理解させる「 ・跳び箱練習カー ドの説明
一一皿 一一 一一 一「一一一一　 一

準備運動 ラ ンニ ン久 体操、 見本をよく見て正確に 関節を伸ば し体を大き 声を出しながら人きく 肘なとが曲が っているが、

ス トレッチ 動 く く動かす 体を動かす しっかり体操ができている

転ばないように注意 ず

る

騰 ・二人組 で馬跳びを し やり方をよく見てやっ 跳べる高さに調整 して できそうな高さに調節 (←)最 初 は、 とまど ってい

して体の下をくぐる てみる もらいなが ら行う してもらい跳ぶ たが、低 くして もらいで き

・ロ イター板を使 って ☆よ く見て力強 くつく ☆しっかりと体を支え ☆しっかりと体を支え た(一)腰が引けてしっかり

1っ き」の練習 反動を利用 して戻る る と支えていない

学習する跳び方 ・教師が3つ の種目の 予想される跳び方 予想される跳び方 予想される跳び方 見本を しっかり見ている

継5ミ 罠杢を見せる★ア 開脚眺び 開脚跳び 横跳び越し
・横跳び越 し ・自分で練習したい跳

・開脚眺び ぴ方を考え選ぶ ☆自分か ら跳び方など ☆先生や友達に助言を ☆自分の体のことを考 G)教 師にア ドバイスを求

・腕立て水平 ・跳 んでいるところを を先生に相談して決 求め、自分で考え て え、跳び方などを選 め開脚跳びを選ぶ

開演跳び VTRで 録る 定で きたか 練習選択できたか べたか

3つ の練習内容 各跳び方の解説とV ☆運蜘)解説やVTR ☆VTRの 解説や先生 ☆自分の膝の状態を考 VTRに とても興味を示す

を説明し、VT TRで 自分σ跳 んでい で指摘されたことを の助言を参考にしな えて練習方法を選べ 他の生徒の様3に も興味を一 一一一.一 一

Rを 見て先生の るところを見て先生か うけ、自分から先生 が ら自分で考えて練 たか 示 し、良 く聞いていた

助言を参考に .ら臓 をうけ下記 の3 に相談して練習方法 習方法を選べたか一一.一一
し、自分で評価 つの練習を選ぶ★イ を選べたか.一

し練習晦法を選

択する

課題別練習 ①踏み切りとリズムの Cか ら③までの中て選 ①から③までの中で選 ①から③までの中で選 ⑳ 練碧を勝手にやってし

紹 択 して練習する。 択して練習する 択して練習する まい、注意をうける

②腕の支えと 「つき1 ☆どうやったらよしのか

囎 ☆先生や友達のやって 聞 くことができたか ☆失敗 して もめげずに ①の練習を選択

③手をっく位置及び総 いるところを観察 し ☆恐怖L・などから思い 練習できたか 少 しこわいの力偲 い切って

舗 ているか 切りがっかないとき 踏み切ることができていな

に練習方法の変更を い

要求できたか

跳び箱練習カー ・練習カー トの説明 次回の予告 カー ドに興味を示している

ドの補足 ・パー トごとに行 った練習や頑張った点などを発表 しあう 解
説明とまとめ ・次回の授業の予告

片づけ ・みんなで協力 して片づける 友だちと協力しながら片づ

あいさつ ・けがや体調を確認し、気持ちよ くあいさっする けている

評 価 自ら跳び方を選び、自 ・先生に助言を聞きに ・自分からどの練習を ・練習方法を適切に選 (一)どの練習を選ぶか迷 っ

ら練習課題に気づ き、 いき、自分て謙 方 したらよいのか聞け 択できたか ていて、教師からの働きか

それに基づき提示され 法を選択できたか たか ・けがに注意して練習 けを待っているように見受

た練習を選び、練習で ●練習中 も友達がやっ ・初めての ことで もui できたか けられた

きたか ているところを観察 い切って練習できた

できたか か
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2成 果と課題

手 だ て 成 果

●練習 カー ド(が ん ば りま表)へ 記入 ●意欲 を もっ ことがで き、 自己評価が しやす く、

させ た 。 次の 目標 を明確 にす ることがで きた。

跳㈱ 繊嚇
こ 邑

・例 えば授 業以 外の場所で、生徒に 「次はどん な

練習をす るの」 と尋ね ると、 「の っか るやっ」:=㌦ 帆 ㊨ 。 覇_",
削 り`凹 ・ 』 」5'".;;r己 り=凹 嗣1

◎.▼▼嬬 囁

i縣齋
6聖 開 〔)

『'●

などとい う応 えが返 って くるようにな った。

・一人一人指示が な くて も、 自 ら目的の場所 に移

の喀,,ボ ・躰 与r・「扁 ・・,》'要,昌}・9聾 魯 動 して練 習す ることがで きるようにな った。
叩

桝 誠1;罵 覧 い.、 倒9 がんば りま表

窺 濡 麟3淵;:・ ・1
伽 噂 嚇 、・覧"4NTI4し り.

○練習の中でVTRを 見せ た。 ●その場 で 自分の到達度が確認で き、次の課題や

教師の助 言 も理 解 しやすか った。

・発表会を設定 した。 ●最後に発表会を設定 する ことによ り、意欲を も

っ こ とが で きた 。

●題材 として跳び箱を選定 した。 ・跳 び箱を跳び越す とい う目的が はっき りしてい

る運動 なので、 どこが悪 いのか などポイ ン トが

っかみやすか った。

●適度な緊張感を伴い、段 階的 に飛 びこ してい く

ため、で きた時の達 成感が大 きか った。

・生徒の状態 に合わせて、高 さや向 きなどを工夫

しや す か った 。

○跳び箱の運動を分解 した練習を提示 ・達成感を重ねて味わ うことによ り、意欲を欠 く

し、 ス モ ー ル ステ ップを 設 けた。 ことな く目標 に向か ってい くことがで きた。

●跳び方や練習方法を 自分で選ばせ、 ●生徒同士のかかわ り合いをよ り生かす ことがで

この際に友達や教師に助言を求めて きた。

もよ い こ とに した。 ・進んで先生 に尋ね ることな どか ら、 よ く跳べ る

○友達が跳んで いる ところを積極的に よ うになろ うとい う意欲がみ られた。

観察 させ、毎回最後 に、一人ずつ ど

んな練 習を したか実際 に行わせた。

(課題)

・ 生徒が適切な練 習方法を選ぶ ことがで きたか、前 向 きな選択がで きたかを常 に評価 し、教

師の適切な助 言が必 要である。

● 教師が提示 した練 習方法か ら生徒が選 択す る授業 だ ったが、徐 々に生徒が 自分で練 習方法

を考え られ るよ う助 言 し、練習を続 けてい くことが必要 である。
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指導事例2分 か る喜 びを味わえる教材の選定 と工夫

小学校心身障害学級(知 的障害)「 国語」の授業

(1)単 元名 「イメ ージ豊か に物語 を読 もう」

教材名 「お月 さまってどんなあ じ?」 ミヒャエル ・グエイニ ェク 絵 と文

(2)単 元設定の理由(省 略)

(3)対 象児童の実態

日常のようす 国語の実態 単元のねらい

D ●絵 本 や アニ メを 読 ん だ り、 ロボ ッ トの よ う ●ひ らが な、 カ タカ ナ と も読 み書 きが ・本文を正 しく読み

なものの絵を描いたり、作ったりすること で き る。 登場人物になった
が大好きである。 ・文字を文章として読める。 り、 月 を 食 べ る世

●小集団の中でも興味のないことは聞こうと ・集団の中で聞 くことは苦手である 界が イ メー ジ化 で

しない 、 見 よ う と しな い。 が、絵本の読み聞かせは大好きであ き る 。

●身体を動かすことが苦手で体力がない。 る 。

・要求などは知っている言葉を駆使 し

て 伝 え よ うとす る。

・ど こへ い って 、何 を した とい う内 容

の 日記が 書 け る。

E ●電 車 を使 っで 一人 で登 校 を して い る。 ●2、3語 の簡単な文は読めるが文章 ・登場人物になった

● 「お は よ う」 な どあ い さっ を よ くす る。 が 長 くな った り、多 くな る と読 もう り、 月 を食 べ て み
・感情のコントロールができず他傷行為があ と しな い。 るという絵本の世

る 。 ・日常 会 話 は 自然 にで き る。 界 を イ メー ジ化 で
●身体を動かすことが苦手である。 ・ひ らが な は書 け る。 き る 。

・考えることを嫌がる傾向がある。 ・自分か ら本を読むことはほとんどな

い 。

(4)単 元 の目標(省 略)

(5}指 導計画

第1時 導入 月 は大 きい ことを実感す る。

動物たちが お月さまを食べてみたい ことが分か る。

第2、3時 カメが決心 して 山に登 ったことが分か る。

第4～11時 次 々と動物 を呼んで上 に乗 ってい くことが分か る。
ゾウ キ リン シマ ウマ ライオ ン キツネ サル ネズ ミ

第12時 ネズ ミが お月 さまをか じった ことが分か る。
他 の動物 に分 けた ことが分か る。

第13、14時 その後の動物た ちの様子が分か る。

第15時 ま とめ 学級全体で劇へ移行す ることが分か る。

(6)本 時の 目標q2/15)

● ネズ ミが お月 さまをか じった ことが 分か る。

● 他 の動物 に分 けた ことが分か る。
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(7)本 時の展開

★ 意欲 を も って 自 ら学 ぶため の手 だて ☆ 予想 され るプ ラスの行 動

★ ア、達 成 感や成 就感 を得 られ る指 導計 画の 工夫 イ、分か る喜 びを味 わえ る教材 の選 定 と工夫

ウ、 児童 ・生徒 同士 のかか わ り合 いを生か す授業 の工 夫

学習内容 全体の学習活動 Dの 活動内容 観察記録欄:D Eの活動内容 観察記録欄:E,

前時まで

の学習を

ふりかえ

る

● 「お月さまって どんなあ じ」

の歌を歌 う

●太型絵本を使 いながら、

カメ→ゾウ→ キ リン→ シマウ

・同 じ大 きさの声で

歌 う

・本文を正 しく読む

●動物の歌を友だ ち

と一緒 に歌 う

☆積み木 を積みたが

る

☆人のやることも見

ることがで きる

(+)正 しく読めた

(+)大 きな声で動物

を呼ぶ

(+)ゾ ウらしい動物

を呼ぶ

(+)「 とりに行 く」

と言 う

(+)「 はりたい」 と

言 う

(+)「 あってる」の

問いに 「うん」と答

え る

(一)姿勢が悪 く、集

中が切れ る

●はっきりとした発

音で歌 う

●短文は正 しく読む

●動物の歌を大きな

声で歌 う

☆次自分がやると言

う

○間違 った人がいた

ら、 ちが うよと言

える

(+)に こにこと歌う

(一)声 をださない

(+)積 み木を とりに

行きたがる

(+)「 シ マ ウ マ だ

よ」と正解を教えた

マ→ライオ ン→キツネ→サル

までのところを読む★ イ

・場面 ごとに、次 に出て くる動
,

物をみん なで唾んだり歌 った

りしなが ら、積み木(動 物の、

絵がかいてある)を 積み重ね,

てい く★イ

・パネ ル シア ターで 、 もう一

度、登場 入物 の順番を確認す,

、る★ イ

今日の場

面を学習

する

●.大型絵本を使いなが ら、今 日 ☆ねずみが、か じっ

て喜ぶ

・本文を正 しく読む

☆ 自分 も食べ させて

みたが る

☆何かの動物 にな っ

たっ もりで、○○

みたいと表現する

(+)「 食 べ ち ゃ っ

た」と言う

(+)す らす ら読む

(+)前 に見 にくる

(+)「 もう 一 回 や

る」と言 う

(+)カ メを選び 「さ

とうのあ じ」と言 う

(+)シ マウマを選 び

「さとうのあじ」と

言 う

☆ペ ー ジを 開 い た

ら、ねずみが食べ

た ことを見つけて

喜ぶ

☆ 自分 も食べてみた

い、食べ させてみ

たがる

●動物にな ったっ も

りで味を表現す る

☆思 ったことを言葉

で言 う

(+)「 か じった 」 と

言 って 喜ぶ

(一)本 を 見 な い

(+)動 物 を な らべて

食 べ させ た

(+)ゾ ウを選 び 「あ

ま い 」、 「し ょっぱ

い」 と言 う

(+)「 きっ ねや って

ない よ 」 と言 う

の場面をみんなで見て読む

鼠

●パネルシアターで月をねずみ

がか じり、他の動物 にわけて

あげたところをやってみる

瓢

。月を食べた ら、 どん な味が し

たか発表する

次時の予

告をする

●次はど うなるかを予想 して終

わ る

●予想す る (+)「 お 月 さ ま、 ク

ロ ワ ッサ ンみた い に

な る」 と言 う

・予想する (+)「 次は うさぎが

出て くる」 と言 う

諦 ●児童一人一人にっいての目標が達成 されたか

●分か る喜びを味わえ る教材の選定 と工夫だったか
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2成 果と課題

手 だ て 戎, 果

●絵本の絵、色その もののすば らし

を全員で共有 してい くため に、絵

を拡大 カラー コピー して大型絵本 と1

して掲示 した。1

繋 謙 力:製欝難 至ζi
ずっ読み進めてい った。

譲纏
瞠麟

薪
●児竜は、次 は何が出て くるかr想 した りペ ー ジ

をめ くってみた りと、次が知 りたい とい う期待

感 を もっ ことがで きた。

大型絵本1

●お家で繰 り返 して読 みの練習がで き

るように、児童用絵本(一 一部漢字)

を作 った。

●動物が乗 っか ってい くことを視覚的

につか ませ るために、積木を梗 った。

●ネズ ミが 月をか じった場 面を視覚的

にっ か ませ るた め に、 パ ネル シア

夕 一 に し た 。

積み木

i
⊥
1

○繰 り返 しの 練 習 で 全 文 が 読 め る よ うに な っ た

り、 一一部が 読 め る よ うに な った り、 ス トー リー

をっ か む ことが で きた。

○物語 の内容を視覚的にっかませ、理解 を深 め る

のに有効で あ った。

●積み木を積んだ り、パ ネル シア ターで動物 を動

かす ことによ り、児童が 自ら積極的に活動 す る

ことがで きた。

隔
●登場 した動物 のせ りふ を自分の 言葉1● 色分 けをす ることにより、どれが 自分の考えた

で考え、 どれが 自分 の発言かが分か1言 葉 かが分か り、意欲を もって本を読 み進 む こ

るよう、吹 き出 しの 色分 けを した。[と が で きた。

●お月 さまを食べたい気持 ちを盛 りL

げ るために歌 を歌 った。

●出て くる動物 のイメー ジを膨 らませ

期 待感 を もたせ るた め に歌 を 歌 っ

た。

t●歌を歌 うことによ り、なかなか教材 に興味が も

て ない児 童 を授業 の中 に引 き込 むの に 有効 で

あ った。特 に、 「お月 さまって どん なあ じ」の

歌は、授業後 も学級全 員の児 童が 口ず さん でい

る。

(課題)

● 複数の教材があ る場 合、一っ 目の教材が終わ ると児 童の 中には終わ った とい う気持 ちが 生

まれ、集中力が途 切れ ることが あるので、教材間に関連を もたせ ることによ って、集 中力を

持続 させ る工夫が必要 であ る。

●1時 間 ごとの評価 だけで な く、 単元全体 と しての評価 や 単元が終 了 して しば ら く時 間が

た ってか ら、児童が どう変化 したのか とい った評価 も必要で あ る。
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指導事例3児 童 ・生徒同士のかかわ り合いを生かす学習活動の工夫

肢体不自由養護学校中学部 「理科」の授業

(1)単 元名 「電流のはたらき 電磁石」

(2)単 元設定の理由(省 略)

③ 対象生徒の実態

日常の様子 理科の実態 ●単元の目標
○本時の目標
◆進んで取 り組む観点での目標

F Q想 像 力が豊かであ り、 。実験 は、意欲的 に取 り ●身の回りの電気製品に興味を
行動 力が ある。 組 ん で い る。 を もっ こ とが で きる。

・文字 の読み書 きや数の ○ときどき、落 ち着か な ○ 友人の意 見を 聞 きなが ら、 自
概念が獲得できていな くな った り、 粗 暴 な動 ら進んで、電磁石を作 ること
い。 そ の た め、 文 字 を きが出て しま った りす が で き る。

使 った説明 などには集 る 。 ◆集中 して授業を受けることが
中 で きな い。 また 、 文 ・実験の解説など黒板を で き る。

字が 読めないことに強 使 った授業 になると、
い コ ン プ レ ッ ク ス を 集 中 力が 切れ て しま
も って い る。 う 。

G ○ま じめ に こっ こつ と 自 ・作業の手順を覚えてお ●身の回りの電気製品に興味を
分 のペ ースで作業な ど くことが苦手 なので、 もっ こ とが で き る。

を取 り組む ことがで き その都度指示すること ○電磁石に興味をもっことがで
る 。 が必要 になることが多 き る 。

o内 向的 な性格で、 自分 い 。 ○教 師 か ら説 明を 聞 きな が
か ら意見を言 うことは ら、電磁石を作 ることが で き

少 な い。 る 。

・自信 が もて な い た め ◆友人 との話 し合いの中で学習
か、共同作業が苦手な 内容 を深め ることが で きる。
よ うで あ る。 一

(4)単 元の 目標(省 略)

(5)指 導計画

時 間 内 容

1～3時 間 目 電流による磁界(電 磁石を作ろう)

4～5時 間1ヨ 強力な電磁石を作ろう

6時 間 目 強力な電磁石の仕組みを調べよう

7～8時 間 目 電 流が 磁界のなかで受 ける力(モ ーターを作 ろ う)

9～10時 間 目 コイル と磁石 で電流が流れ るか(発 電 してみよ う)

(6)本 時の 目標(4/10)

・ グループで協力 して実験 を進 める。

・ 全員での話 し合い とグループで の話 し合いか ら、 どう した ら強 い電磁石を作 ることがで

きるか予想す る。
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(7)本 時の展開

★ 意欲を も って 自 ら学ぶ ための 手だ て ☆ 予想 され るプ ラ スの 行動 ※教 師 の支援

★ ア、達成 感 や成就感 を得 られ る指導 計画 の工 夫 イ、 分か る喜び を味わ え る教 材の選 定 と工 夫

ウ、児童 ・生 徒同士 のか かわ り合 いを生か す授 業の 工夫

学習内容

着 席

あいさつ

前回の復
習

強い電磁
石を作る
準備

全体の活動内容

● 前 に3っ の ク ル ー プ

つ 」 、 ノ ー

0}層 一

●授業の始まりのあいさ

っをす る

人

こ
一
た
(

つ

容
作

す

内
を
出

業
石

い

授
磁
思

の
電
を

回

つ
)

前
ず
と

●

●市販の強 い電磁石を用

いて、 クリップをた く

さんつけてみせ る(演
示実験)

制 作

●本時の 目標 「強力な

電磁石を作ろう」を提
示する

●莇 践、 生'が った電

騨
・_さ を捉 え ら

騨●強 い 電磁 石 はな ぜ強

か ったのか全員で意見
を出し合 う(生 徒の意

見を板書ずる灘
り、ぼかの歪徒の考え

霧 することができヴ1

鞭 耀霧に、生徒の臓 と

℃て取 り上ける★イ,

・材料を提示する(分 か

りやすいよ うに

1.響
電磁石を作るにはどう
した らいいのかを誌 し

Fの活動内容

●友達 とグループを

組む

☆前回やった ことを
自分で思い出す

※自分の電磁石に気
を取 られているよ
うで あれば注意を
促す

※数を数えるのが苦
手なので、教師が
並べた ものを提示す

る

観察記録醐:F

(+)前 回の内容を進ん
で発言で きた

が

と

な

」

い

～

笑

げ

り

す
こ

～
た

つ
あ
い

に

う

て

)

r,

つ

G

ら

言

(+)電 磁石の強さは何
ではかるか という教師
の問いに 「クリップの

yと 答える

(÷〉ほかの生徒の実験
もよ く観察 してい る

Gの 活動内容

●友達 とグループを組

む 階
i

☆本人が作 った電磁石
を見て前回の確認を
す る

i,..

※ クリップの数 と電磁
石の強度が結 びつか
な い こ と もあ るの

で、どちらが強いか
確認する

※何 も出て こなか ったら、教師が ヒン トを出す
1

た
意

促

つ
の
に

か
徒

う

な
生
よ

き

の
く

で
他
聞

中

、も

集
ら
見
す

※ (+)自 分か ら意見を言
うことができた

※大集団のなかでは意
見を出しにくい生徒
なので無理に意見を
聞いたりは しない

(+)自 分の電磁石を見
て うなず くことができ
た

(+)「 お お～ 」

して いた

と感心

(+)「 次にはか りたい
人」の教師の悶 いに挙
手

(一)ク リップの数を数
え る教師に注意がいっ
て しまうことがあ った

(十)他 の生徒の意見を
じっくり聞 くことがで
きた

※導線以外は各 グループに配布す る

一一
●どの ような電磁石を作

ることに したのか発表
する

・必要 な材料をグループ

で考えて、電磁石を作

る準備をする

ま とめ

●実際に制作を始める

(授業時間内には終わ ら
1 ない と思われ るので、

時間が きた ら終了にす
る)そ れぞれの生徒の
.,

●次回の授業の内容を予

告 して、終わ りのあい
さっをする

☆ グル ー プ の メ ン
バーの話を聞 き、
理解を深める

i

(一)お互いに自分の恵
見を主張 しあって しま
った(教 師の助言で解

決)

1☆ グ
ループのメンバー

との話 し合いか ら、
理解を深める

i
※ グループ内でまとまっていないようだ ったら、まとまるまで待つ
※必要に応 じて教師が助言をする

i

(一一教師の助言がない
と話 し合いができなか
った

騨 醐 騨 難 鱗 轡 オ料蹴 日囎
※導線 は生徒の希望 した長さを教師が切って与え る

評 価

☆ グル ー プ で 話 し
合 ったとおりの電
磁石を友達 と作る

※ 一人で作 り始めて

しま った ら、 グ
ループでの作業で

あることを改めて
話す

(+〉 導線が うまく巻け
ないことに気づいて友
達に手伝 って もらった

(+)途 中で友達と交代
して劇作 した

☆話し合。縄 磁諏 縣 が絡まらない
グループで共同 して ように、協力 していた
作る

(一)交代 して作業をす
ることがなか った

i

1
・生徒一人一人について本時の 目標が達成 されたか
●生徒同士のかかわ り合いが生かせるヱ夫がなされていたか
●グループ活動を通 して、生徒が意欲を もって自ら学ぶ ことがで きたか
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2成 果と課題

手 だ て 成 果

●生徒一人一人が作 った電磁石を用 い ●自分が作 った電磁石 とい う意識 か ら、集 中 して

て実験を行 った。 授業を受 ける ことがで きた。

●生徒 自身が調べ るために、教師 は解 ●教師が教え るとい う課題で はなか ったため、 自

答を示 さずに、生徒 の仮説 と して取 分たちで正解 を見っ けてい こうとい う意欲が見

り上 げた。 られ た。

●電磁石の強度を くっっ くク リップの ・電磁石の強 さを視覚的 にと らえ ることがで きた

数で表現 した。 ため、それ ぞれの電磁石の強 さの違 いが明確 に

な っ た 。

●作業が得意 な生徒 と考え、協 力す る ・一一人で はうま く成 し遂 げることが難 しい課題で

ことによ り、一人では困難 な課題で あ った。 しか し、それぞれの生徒が 自分 の長所

も達成す ることがで きるよ うに配慮 を生か しなが ら協 力 して実験を進め ることで 、

し た 。 達成の喜びを味わえた。 また、 グループ内でそ

れそれが活躍 で きる場面が あ り、一人一人が成

就感を もっ ことがで きた。

●他の生徒の意見を聞 くことによ り、 ・自分 とは異な る意 見を聞 くことが、考 え る際の

理解 をよ り深め るように した。 刺激 とな った。様 々な意見が 出され、多角的 な

見方をす る態度 にっ なが った。 また、大集団の

中で は、なかなか発 言で きない生徒 も、 グルー

プでの話 し合 いでは積極的 に発言 し、理解 を深

め ることがで きた。

●授業 の最後 に自己評価カー ドを記入 ●実験終了後 に 自己評価 カー ドを記入す る ことに

させ た。 よ り、何がで きて、何が課題 なのか 自分で評価

す るこ とが で きた。 それ に よ り、達 成感 を味
り 日 の 鎗b■ 聖・凝匹ノ」■r,τ

電亀

し
わ った り、次回の 目標が明確 にな った りして、

生徒の 「や りたい」 「知 りたい」 とい った意欲誠審
つ,

。雄轡 ビ8'し鱈
,ら τ亀暫増っ鯉 を よ り高め ることが で きた。

o::

⑫ ;;
●友人 と協力で きたか どうか を自己評価す ること

。實轡

O¥¥6r¥L31i10f

O.)GON

Cii

.'1鍛離 虻轡 し趣

8◆」5〈o◎,e

。實:旨震毒茎2塞しeny.
a≫〉 一
し
1;1癖

自己評価 カー ド

によって、 自分の グループ内での役割 やパ ー ト

ナー との協力の大切 さを再確認 し、生徒同士の

かかわ り合いの意識 を高 める ことがで きた。
●集団の中での 自己表現が苦手 な生徒 が、 自己評

価 カー ドを通 して、 自分 の気持 ちを伝 え ること。醐vs<¢G
a>e脚 … 〈㊥

が で きた 。

(課題)

● グルー プの中には、他の メ ンバ ーとうま くかかわ ることので きない生徒 もいる。 さ らに細

かな声かけな ど適切 な支援が必要であ る。

● 他の人の意見を聞 くと、それに大 き く影響 されて しまい、 自分 の意 見を出せない ことが あ

る。他の人の意見を受 け入れつつ も自分の考 えを もて るよう支援す る工夫が必要であ る。 ま

た、 グル ープだ と逆 に注意力、集中力が散漫 になる こと もあ る。集団の全 員が課題に向か え

るよ うな工夫が必要 であ る。

・ 生徒同士のかかわ りあいによる効果を より高あ るため、生徒 自身の 「共同でや りた い」 と

い う気持 ちを引 き出 してか らグル ープ活動 に移 るなどの工夫が必要であ る。
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IV研 究のまとめ と今後の課題

1研 究の まとめ

本分科会では、児輩 ・生徒の知 りた い ・や りたい ・分か りたい気持 ちを人切に しなが ら、

児童 ・生徒が意欲 を もって 自 ら学ぶ ことがで きる教 科指導 についてどのよ うなil夫 がで きる

か ということを研 究1こ題 として設定 した。そ して この 主題 を達 成す るために、 「達成感や成

就感を碍 られ る指導計画 のi夫 」 「わか る喜びを味わえ る教材の選定 とll却 「児 牽 ・生徒

同士のかかわ りあいを生かす学習活動のll夫 」の3っ の研究仮説を 立てそれぞれ研究授 業に

よ って検轟1[した。 その結 果、次のよ うな成 果が 得 られ た。

(11達 成感や成就感を得 られ る指導計画のil人

自分で選んだ り考えた り、進んで練習 しよ うとする態度が見 られ、意欲 を もって活動 し

ようとす る気持 ちが育 って きた。

(2)分 か る喜びを味わ える教材の選定 とL夫

児竜 ・生徒 がや ってみ たい、で きそ うだ、 と思 うよ うな教材を選ん だ り、工夫す ること

によ って、授 業に集 中 し、や る気を引 き出す ことがで きた、、また期待 感を もたせ る工夫 に

よ り興味 ・関心 の幅が広が って きた。

(3)児 童 ・生徒同士のかか わ り合いを生かす学 習活動の⊥夫

児童 ・生徒同Lの かかわ り合いを生かす ことによ って、rlら 学ぶ意欲 を高めることがで

きた。 また集団で取 り組 む ことによ り、活動 の幅が広が った。

以 トの ことか ら、研 究構造 図の児童 ・生徒の教科の課題で挙げた各項 目が、3つ 研究仮説

に基づ いた授業を繰 り返 してい くことで改善 され、それ によ り育てたい児 童 ・生徒像 に一一渉

近づ いた と考え る。 さらに繰 り返 しの 中でよ り強いカとなってい くと考える。(図3参 照)

図3研 究の発展

Q

児童 ・生徒が
意欲を もって 自 ら学 ぶカ

マ'きtも
っと

糊 をllク 煽
わかりたい

達成 感

灘1で きた 蝋 感
教 師 の わかりたい

支 援 、 ■ 夫 わか った

教 師の

支援 、r夫

函
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2今 後の課題

q)研 究主題を達成す るために、教科部会 は3つ の研究仮説を立て、それ ぞれの視点 に重点

を置いた研究授業を行 いそれぞれ成果を得た。研 究イメージ図で説明 した通 り、 その繰 り

返 しの中で 自 ら学ぶ力が 高あ られて い くと考えたため、これか らも日々の教科指導の中で

実践 し検証 して いきたい。そ して基礎 、基本の定着を図 りっっ、よ りわか る授業をめ ざ し

授業改善を して く必要があ る。

(2)指 導計画の1二夫 にっいて は、長期的な実践の中で検証 して い く必要が あ る。今後 は、授

業をす る教 師が 、児童 ・生徒 一人一一人を一層理解す ることに努 め、わか る喜びを味わえ る

教材を選定する力、児童 ・生徒同士のかかわ り合 いを生かす授業を展開す る力、達成感 や

成就感を得 られ るよ うな指導計画を作成す る力などを さ らに高 め、検証 してい く必 要が あ

る。
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一人0人 が生 き生きと活動す る指導の在 り方

《かかわ り》の中で個 を育てる授業の工夫 一

研究の概要

本分科会 は、児童 ・生徒の生 き生 きと活動す る姿 には、必ず、 もので あれ、人であれ、

「かかわ り」が存在す ることに着 目 して研究を進 めた。

研究 は、 まず、 「かかわ り」 とは どのよ うな ものかを考察す るために、KJ法 を用 いて

児 童 ・生徒の 「かかわ り」 と見 られ る行動 を抽 出 し、分析 した。その結 果、 「かかわ り」

における 「広が り」 と 「深 ま り」にっいて着 目す ることが大切であ ることが明 らか にな っ

た。 そ こで 、これ らを意図的 に授業に取 り入れる ことで、効果的に 「かかわ り」の中で個

を育てる ことがで きるのではないか という仮 説を立て、 この仮説 に基づ き、知的 障害A養

護学校 中学部で研究授 業を行 うことに した。

研 究授 業の 単元目標 を達成 させ るために、以 下の5っ の観点を考えた。

① 課題への達成感を もたせ る

② 仲 間意識 を育て る

③ 学 習への意欲や期待の向 ヒと持続を図 る

④ 学習に 自信 を もたせ る

⑤ 学習への意識付 けを図 る

これ らの観点を基に、 「かかわ りの広が りと深 ま り」 にかかわ る手だてを もって指導案

を検討 し、授業改善を行 った。 その結果、研究対 象生徒のみ な らず、 単元目標 の異 なる生

徒に も好結果が もた らされた。 これ は 「かかわ り」が もた らす相乗効果であ った。

さらに、B校 で も授業研究を進め ることで、今回の研究の 一一般化を試みた。

1主 題設定の理 由

児童 ・生徒の障害が重度 ・重複化 し、その程度や状態 も多様 化す る中、心身障害教育にお

いて、個別指導計画 に基づいた指導が 、 これ まで以hに 重要な もの として位置づ け られ、各

学校で は、 ます ます実態 に応 じた きめ細 やか な指導が求め られている。

児 童 ・生徒 一人一人の実態が違えば、 自ず と求 あ られ る ものが違 って くるが 、 もて る力を

十分に発揮 し、生 き生 きと生活す ることこそが 、どの児童 ・生徒に とって も共通の 目標であ

ると考え る。その ために、効果的で質の高い指導 を進 めてい くことが、心身障害教育 にたず

さわ る教 師に課せ られた最 大の課題であ る。

「領域 ・教科 を合わせた指導 」分科会(以 下、本分科 会)で は、生 き生 きと活動す る姿を

「成就感 や達成感 を味わいなが ら主体的 に活動す る児童 ・生徒の 具体的 な姿」 と して とらえ

た。 さ らに、 こうした成就感や達成感を味わわせ る鍵を 「かかわ り」の中に見い出 してい っ

た。 「人 は、他 者の存在 に目を向けた り、他 者か ら認め られた リ、協力 し合って一つの こと

をや り遂げ る中で成長 し、 自 立的、 主体的 に生活す るカを身にっ けて い く」 と考えた。

一 人 一人の成長が
、他者 とのかかわ りな しには考え られない とすれば、個 々の指導 目標 や

手だてを、集団づ くりや学級の活性 化 と関連づ けて検討 してい くことが重要で ある。個の習
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得 したカが ・かかわ りの中で生 きてはた らくよ うな支援 こそ、 これか らの心身障害教育には

求め られて くる。

そ こで ・本分科会で は・個 をかかわ りの 中で育て るために、また個の もって いる力をかか

わ りの 中で生 きて はた ら くもの にす るため には、 どのよ うな単元を設定 し、学習過程 を どう

工夫 し、授業を どう組 み立て るのか とい う観点で研 究を進 め、主題 に迫 ってい こうと考え た。

H研 究の方法 ・内容

1研 究 の方法

(1)児 童の実態把握及び研究主題 の設定

各研究 員が所属す る様 々な障害種別の学校や学級 の児童 ・生徒の実態を報告 し合い、そ

れぞれが抱えてい る課題を 出 し合 う中で、共通点 を明 らか に した。

(2》 「かかわ り」の分祈

上記の報告の中で、一 口に 「かかわ り」 とい って も、具体的に何を指 し、教師 自身がそ

こに何を求あて いるのかが曖昧であ った。 そ こで、各研究員が、 自分 の学校の児童 ・生徒

を一人だけ ピックア ップ し、登校 してか ら下校 までの間のかかわ りの様子を観察 し、カー

ドに記入 した。 そ して、 このカー ドをKJ法 で整理分析、構造化 した。

(3)研 究仮説の検討

(2)で明 らかに なった ことを もとに、研究主題に迫 る仮説 を検討 した。

(4)研 究仮説 に基づいた授業案検討及 び授業の改善

研究仮説 に基づ き、知的 障害A養 護学校の学習指導案 を全員で検討 した。 この検討過程

で指導の手だてを具体化 し、授業の改善点を明 らか に した。

⑤ 指導事例に基づ いた仮説の検証 と一 般化

実際の授業を振 り返 り、具体的な児 童の変容 を もとに研究仮説の検証 を行 った。 さ らに、

B校 で も授業研究 を進あ ることで、研 究の一般化を試みた。

2研 究 の内容

(1}児 童の実態把握及 び研究主題 の設定

各学校 の授業公 開(ビ デオ公開 も含 む)を 行 い、 それぞれ の学級 の抱え る課 題を出 し

合 った。 その中か ら、r児 童 ・生徒一人一人が生 き生 きと活動す る姿を、 「かか わ り」を

通 して育ててい きたい』 とい う研究員の共通の願 いを確認 し、研究主題 と して設定 した。

② 「かかわ り」の分析(KJ法 の結果分析)

KJ法 の結 果、児童 ・生徒の 「かかわ り」の様子 は、4っ の大 きな グルー プ(以 下、

島)に 分け ることがで きた。我 々は、 このそれぞれの島に以 下のよ うな表題を付けた。

ア.一 人でいる

イ.他 か らのはたらきかけに応 じてかかわる

ウ.自 分か らはたらきかけてかかわってい く
エ.お 互いにかかわ りあう

この4っ の島の関係 や、カー ド分布の分析か ら、明 らか にな った ことは以下の点 であ る。
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4)一 一・人一一人の児童 ・生徒 は、発達の偏 りはあ るもの のいろいろなかかわ り方を している一

例えば、犯童Aは 、毎 日、友達 とよ く遊ぶが、いつで も誰 とで もかかわ り合え るのか

とい うと必ず しもそ うではなか った。 また、 重度 ・重複学級の生徒Bは 、 こち らか らか

かわ っていか ないと、 一一人でい ることが 多いと思われていたが 、友達や教師の動 きを 目

で追 ってい る場 面が 見 られた。 このよ うに、 ・人 一人の児童 ・生徒 は、発達 に偏 りはあ

る ものの、場 面や場所、相 丁によ り、いろいろなかかわ りの側面 を もって いることが明

らか にな った。

また、KJ法 を始める前は、 自閉的傾 向のあ る児m.・ 生徒 は、①の 「 ・人で いる」島

に多 く属す るだろ うと予想 していたが 、結 果的 には全体に分散 して お り、忠の 島には固

ま っていなか った。 この ことか ら、 自閉的傾向のあ る児童 ・生徒 は、その ∫㌃な りにかか

わ りを もっている ことも明 らかにな った。

② マイナスと思われ る行動 も、かかわ りを求 めてい る表現である。

さらに、教師がマイナスと考えていた行動 も視点を変えて見ると、かかわ りを求めて

いる表現 なのではないか ということも見えてきた。例えば 「教師が呼んで いるの に逃げ

て い く」 「わ ざと友達 をたた く」 とい った行動の中 には、教 師の気持 ちや注意 を引 きっ

けたい とい った要求や思 いがあ り、その表現 だ ったので はな いか 、また、 一人遊び と

い って も、一一人遊びで気持 ちを落 ち着けて、落ち着 いた ら、また友達 や教師 とかかわ っ

てい く、 とい うよ うに 「気持 ちの コ ン トロール」を して いる行動 もあ るので はないか、

とい うよ うなことが見えて きた。 この ことか ら、教師の児童 ・生徒 に対す る見方や受 け

止め方の反省 とと もに、児 童 ・生徒の見方を固定化せず柔軟に見てい くことの必 要性が

分か って きた。

(3)研 究仮説の検討

本研 究では、土記の① と② について、

さ らに検 討を深めて い く過程 で、かかわ

りには 「広が り」 とr深 まり」があると

考えた。 「確か に、心身に障害 のある児

童 ・生徒は、それぞれの もってい る力に

より、かかわ り方 に偏 りはあ る。 しか し、

4つ の島の関連 は、一っ一っが 全 くっ な

が らないのではな く、 いろいろなかかわ

り方を経験す ることによ り、発達の偏 り

が緩和 された り、さ らに、 いろいろなか

かわ り方がで きるよ うにな るのではない

か」。 このよ うに考えたのである。

そこで、例えば 「自閉的傾向の児童A

は、一人でい ることが 多か ったが、学芸

二
際区璽 互1L「[
1.一 人…人の児童 ・生徒 は、偏 りはあ るものの いろ1

いうな力肋 り方を している.1,

2

る藩1罫 われる行動も・かかわりを求州
._______」 唱

1

か か わ り
得i1

広 が り 深 ま り

し_

欄の何を育ててい くのかを明 らか にす ること。

かかわ りその ものを広 げることだけを最終目標と

す るのではな く、広 くかかわ りの場を設定 し、個を

最 大限に伸ば してい くような指導を工夫す ること。

一

会の練 習を通 して、友達が休んで いるのを気 にす るよ うに なった」とい うよ うに、かかわ

りの対象が広が ってい くことを、かかわ りの 「広が り」 と呼ぶ ことに した。
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また、例えば 「生徒Bと 生徒Cは 、 は じめは単 に一緒 にお もちゃで遊んでいたが、次第

に相手を意識 しは じめ、譲 り合 った り、手伝 った りす るようにな った」 とい うよ うに、か

かわ り方 自体が質的 に変化 し構造化 してい くことを、かかわ りの 「深ま り」 と呼ぶ ことに

した。

このよ うに、我 々は、一言 に 「かかわ り」 とい って も 「広が り」や 「深 ま り」が あると

考え、心身に障害 のある児童 ・生徒のかかわ りを豊か にす るためには、 この 「広が り」 と

「深 まり」の両面 にっ いて教師が適切な支援 を工夫す ることが重要であ ると考えた。ただ

し、場を設定す るに して も 「個の何を育 ててい くのかを明 らか にす る こと」、その場 にお

いて 「個を最大 限にのばせ るような指導 の工夫 を してい くこと」が大 切である ことを確認

し、以下のよ うな研究仮説を設定 した。

研究仮説

かかわ りの 「広が り」や 「深 まり」を積 み上 げて いける機会を設定 して いけば、

かかわ りの中で個を育て ることがで きる。

(4)研 究仮説に基づ いた指導案検討及 び授業の改善

この仮説を検証す るために、知的障害A養 護学校か ら提案 された単 元 「レス トラ ンを開

店 しよ う」(生 活単元学習)を 検討 した。研 究を進 めるに当た り、我々は、 中学部のCを

対象児 と した。Cは 、言語不明瞭で はあ るが 、伝 えたい気持 ちは育 って きてお り、慣れた

環境の中であれ ば、かかわ りを楽 しめ る生徒 であ る。 しか し、夏休み等では自宅 にいると、

一人では ほとんど外 に出ない生徒であ る。教 師は、 このCの 実態に対 して 「かかわ りを広

げ深めてい く中で、 自分 自身に 自信を もって欲 しい」 と願 ってい る。

そ こで 「レス トラ ンを開店 しよ う」の単 元では、Cの 育てたい個 の目標を以下の よ うに

設定 し、研 究仮説 に基づ いた具体的な指導 の手 だてを考えた。

育てた い個の 目標 一Cの 場合一

自分 の 役 割 を 意 識 し、 お客 さん に応 対 す る活 動 を通 して 、 慣 れ な い 環境 の 中で もか か

わ りを 楽 しむ 。

具 体 的 な 指 導 の 手 だ て

① 外 部 か らの お 客 さん とか かわ れ る場 の 設 定 課 題 へ の達 成 感 を もたせ る。

(肯 定 的 、 受容 的 な環 境)《 か か わ りの 広 が り》

② チ ー ムを 組 ん で の 仕 事分 担 仲 間 意 識 を育 て る。 《か か わ りの 深 ま り》

③ 事 前 の 情 報 提 供 学 習 へ の意 欲 や期 待 の 向 上 と持 続 を 図 る。

《か か わ りの 広 が りと深 ま り》

④ 接 客 の 練 習 学 習 に 自信 を もたせ る。 《か か わ りの広 が り》

⑤ 招 待 状 の 発送 学 習 へ の 意 識 付 け を図 る。 《か か わ りの 広 が り》

① は、知 らない人 と接す る場(肯 定的、受容 的な環境の設定)を 意 図的 に設定 した。肯

定的、受容的な環境 とは、生徒か らのかかわ りを否定的 に受 け止めず 、認 め、受 けとめ、

その場で褒めた り励 ま した りという評価がで きる環境であ る。具体的 には、研究員が、 レ

ス トラ ンの客 にな ることに した。一般の知 らない人が客 にな った ときよ りも、生徒の実態

を把握 し、その都度 、肯定的 ・受容的な言葉 かけや行動を とることで、結果的に生徒が 自
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分で もで きた という達 成感や 自信を もて、かかわ りを広 げ られ るのではないか と考え た。

② は、 レス トラ ンの準備段階か ら開店 に至 るまでの仕事を、生徒 の実態 や作 業内容 に合

わせて、随時チームを変 え、生徒が互 いに話 し合 って仕事分担を し、作 業を進 めて いける

よ うに した。その中に、生徒同士が協力 しなければで きない場(例 えば、時間差をつ けて

客が来 る等)を 意図的に作 る ことに した。その結 果、思 いや りの気持 ちが もてた り、協 力

する ことで仲聞意識が 高め られ、かかわ りを深め られるので はないか と考えた。

③ は、事前情 報 と して研究員の ビデオ レターを作成 し生徒た ちに送 ることに した。全 く

知 らない人に応対す るよ りも客 に対 して興味 ・関心が もて ることでかか わ りが広が り、 当

日まで意欲や期待を高める ことで、かかわ りが深 ま って い くと考えた。

④ は、生徒の実態に応 じた言葉か けを繰 り返 し練 習す ることで、安心感が生 まれ、 自信

が もて ることで、かかわ りが広が るので はないか と考えた。

⑤ は、事前に招待状 を書 いて送 ることで、生徒 自身に 「こんなお店 をす るん だ、仕事を

す るんだ」 とい う意識づ けがで き、かかわ りが広 が るので はな いか と考え た。

この5つ の手だてを講 じた ことで、Cに 対 して柔軟 に対応で きるよ うな授 業の進め方 に

変 え ることがで きた。例 えば、 は じめ は、各生徒の仕 事を固定 して いたが、 チーム ロー

テー ションを組 む ことで、Cの 実態に合 った活動が で きるようにな り、他 の生徒がCに 協

力 した りCを 助 けた りす る体制 も取れ るよ うにな った。

■ 指導事例(知 的障害A養 護学校 中学部3年)

① 単元名 「レス トランを開店 しよう」(生 活単元 学習)

② 単元設定の理由

本学年の生徒たち は、 自宅 に帰 った ら…人ではほ とんど外 にで ない、知 らない人 とのかか

わ りに慣れて いないため どう対応 して よいか分か らないのが実態であ る。

そ こで本単元で は、生徒たち とは初対面の研究員の先生 に客 になって もらい調理学習を行

うことに した。 レス トラ ンとい う場面設定の中で接 客のマナーを学習 した り、た くさんの人

とのかかわ りやふれあ いが もてる良 い機 会とな ることを期待 して いる。

調理学 習は、学級や学習 グループで年間6～7回 実施 してお り、 どの生徒 も経験 豊富で興

味 ・関心 を もって取 り組め る。今回の 単元の 「レス トランを開店 しよう」は、本学年の生徒

た ちが 、小学部の5年 生の時に一度経験 したことがあ る。 そのため、 どん な ことをす るのか

の見通 しは もて るので はないか とい う期待 もあ る。 また、本単元 は、 レス トラ ンを開 くため

の準備段階の学習や レス トラ ンの接客 などにおいてチームを組んで役割を分担す る ことがで

きるので、その中で個に応 じた力を発揮す ることがで きた り、友達 とのかか わ りや協力 して

1っ の ことを成 し遂 げる成就感 も得 られ るので はないか と考え る。

③ 単元のね らい

ア.レ ス トラ ンを開 くための計画を立て、みん なで協力を して準備をする。

イ.自 分の役割 に責任を もって、意欲的 に作業をす る。

ウ.材 料 の買い物 ・道具の準備 ・調理 ・後か たづけを見通 しを もって行 う。

エ.レ ス トラ ンの学習を通 してた くさんの人 との適切 なかかわ り方を学ぶ。
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他教科との関連
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生徒の実態と単元の目標

 

⑤

氏名 生 徒 の 実 態 生徒に対す る期待 単 元 の 目 標

A

日常 の 会 話 が 成 立 し、 見 通 し を も っ て 学

習 に 参 加 して い る が 、 自 己 中 心 的 な と こ
ろ が あ り 、 友 達 と 協 力 した り か か わ る こ
とが 苦 手 で あ る 。 初 対 面 の 人 と は 物 怖 じ

せ ず 話 す こ と が で き る 。 調 理 は 包 丁 の 使
い 方 は 慣 れ て い る が 、 作 業 が 雑 な と こ ろ

が あ る 。

協 調 性 を も ち 、 そ
の 中 で も 自 ら 友 達

に 優 し い 声 か け が

で き る よ う に な っ

て ほ し い 。

・ 自分 の 役 割 に 責 任 を も っ て 最

後 ま で や り通 す 。
O友 達 に 優 し い 言 葉 を か け る 。

O道 具 の 準 備 や 後 か た づ け の 見

通 し を もち て い ね い に 作 業 を

す る 。
○接 客 に お い て 適 切 な 言 葉 遣 い

が で き る。

B

日常 の 会 話 が 成 立 し、 見 通 し を も っ て 学
習 に 参 加 し積 極 的 に 発 言 も す る 。 学 級 の
リ ー ダ ー 的 存 在 で 友 達 と 誘 い 合 っ て 遊 ぶ

こ と が で き る 。 大 人 と の 会 話 に 「～ で す

か?」 と 、 丁 寧 語 で 話 す こ と もあ る 。 初
対 面 の 人 と 話 す の は 苦 手 で あ る 。 調 理 の

経 験 は 豊 富 で あ る が 自 分 だ け で 作 業 を し
て し ま う と こ ろ も あ る 。

学 級 の リ ー ダ ー と
して もて る 力 を 十

分 発 揮 す る 中 で 、
色 々 な こ と に 自 信

を も って ほ し い 。

○ レ ス トラ ン 開 店 の 計 画 に つ い

て 積 極 的 に 発 言 す る。
・チ ー ム の 友 達 を 助 け チ ー ム 全

員 で 動 け る よ う に 考 え る 。
○道 具 の 準 備 ・調 理 ・後 か た づ

け を 見 通 し を も っ て 行 う 。
・接 客 に お い て 適 切 な 言 葉 遣 い

と応 対 が で き る 。

C

言 語 不 明 瞭 な と こ ろ が あ る が 伝 え た い 気
持 ち は 育 って き て い る 。 慣 れ た 環 境 の 中
で は 、 友 達 と 遊 ん だ り 自 分 か ら教 師 や 友

達 に か か わ る 場 面 も 見 られ る 。 調 理 は 意

欲 的 で 包 丁 の 使 い 方 も上 手 で あ る 。

い ろ い ろ な 人 と の

か か わ り を 広 げ 、

自 分 自 身 に 自 信 を
も っ て ほ し い 。

。興 味 ・関 心 を も っ て 学 習 に 参

加 す る 。
・ 自分 の 役 割 を 意 識 す る 。

。道 具 の 準 備 や 後 か た づ け もい

や が らず に や る 。
・初 対 面 の 人 と の か か わ り を 楽

しむ 。

D

日常 の 会 話 は 成 立 す る が 、 一・方 的 な 話 が

多 く過 去 の 印 象 に 残 って い る 話 題 を 繰 り
返 し語 り か け て い る。 マ イ ペ ー ス を 好 み

友 達 と 遊 ん だ り か か わ る こ と は 苦 手 で あ
る。 調 理 は 包 丁 の 使 い 方 も丁 寧 で あ る が

指 示 を 待 っ て 作 業 を す る こ と が 多 い 。

い ろ い ろ な 人 と の

か か わ り を 深 め 、
豊 か な コ ミ ュ ニ

ケ ー シ ョ ンを 身 に
つ け て ほ し い 。

。興 味 ・関 心 を も っ て 学 習 に 参

加 す る 。
。友 達 と の か か わ り を 楽 しむ 。
O自 分 の 役 割 を 意 識 す る 。

。接 客 に お い て 適 切 な 言 葉 遣 い

が で き る 。

E

日常 の 会 話 が 成 立 し、 見 通 し を も っ て 学

習 に 参 加 で き る 。 簡 単 な お 金 の 計 算 が で
き る の で 以 前 は 会 計 係 で あ っ た 。 友 達 と

誘 い 合 っ て 遊 ぶ こ とが で き 、 友 達 の 面 倒

を 見 る こ とが で き る。 調 理 は 包 丁 の 使 い
方 も 丁 寧 で 経 験 も 豊 富 で あ る 。

全 体 の ま と あ 役 と

して の 自 覚 と 責 任
を も ち活 動 す る 中
で 、 将 来 へ の 自信

と し て ほ しい 。

。 レス トラ ン 開 店 の 計 画 に っ い

て 積 極 的 に 発 言 す る。
。得 意 な 分 野 を 生 か し材 料 の 買

い 物 の 計 画 を 立 て る。
Qチ ー ム の 友 達 を 助 け チ ー ム 全

員 で 動 け る よ う に 考 え る 。
Q接 客 に お い て 適 切 な 言 葉 遣 い

と応 対 が で き る 。

F

日常 の 会 話 が 成 立 し、 興 味 ・関 心 を も っ

て 学 習 に 参 加 で き る。 気 が 短 い の で 時 々

友 達 と の トラ ブ ル も あ る が 友 達 と 一 緒 に
遊 ん だ り ゲ ー ム を 楽 し む こ と もで き る。

調 理 は 、 包 丁 の 使 い 方 も上 手 で 意 欲 的 に
作 業 に 取 り組 む こ とが で き る 。

レス トラ ン の 仕 事

を 理 解 す る こ と で

働 く こ と の 喜 び を
感 じ て ほ しい 。

Q自 分 の 役 割 に 責 任 を も っ て 最

後 ま で や り通 す 。
・友 達 と 助 け 合 っ て 作 業 す る。

。材 料 の 買 い 物 を 楽 しみ 、 も の

の 値 段 を 正 し く読 む 。
○接 客 に お い て 適 切 な 言 葉 遣 い

が で き る 。

G

2語 文 ～3語 文 の 話 が で き る 。 興 味 を も

って 学 習 に 参 加 す るが 、 学 習 に 対 す る集

中 力 や 持 続 力 に 欠 け る と こ ろ が あ る 。 明

る い 性 格 な の で ク ラ ス メ ー トか ら は 好 か
れ て い る が 友 達 と 遊 ん だ り か か わ る こ と

は 苦 手 で あ る。 調 理 は 好 き で あ る が1っ
の こ と に じ っ く り 取 り組 む こ とが 苦 手 で

あ る 。

日 常 生 活 の 中 で 料
理 を 作 る こ と の 楽

し さ や 、 食 べ る 楽

し さ を 感 じて ほ し
い 。

。興 味 ・関 心 を も っ て 学 習 に 参

加 す る 。
Qlつ の 作 業 に じ っ く り集 中 し

て 取 り 組 む 。
。 自 分 の 役 割 を 意 識 す る 。

Oた く さ ん の 人 と の か か わ り を

楽 し む 。
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6指 導計画

第一次

第.二 次

第三次

第四次

第五次

第六次

第L次

レス トラン開店 のためのr画 を 立て る

役割分担に従って分かれて計画を立て準備の作業をする

調理の仕方を学習する

会場の準備 や接客のマ ナーの学習

材料の買い物

レス トラ ン開1占当Ll(調 理)

レス トラ ン開店 当 日(接 客)

お礼状 書き

(2回)

(3回)

(2回)

(2回)

(1回)

(1回)

(1回)本 時

(朝 や帰 りの学級 活動 の時間を使 って)

第

且

次

第

2

次

第

3

次

第

①

②

①

②③

①②

/1:

学 習 活 動 指導上の留意点

。5年 生 の 時 に 行 っ た 一レ ス トラ ン ,のVTRを 見

る 。

('ど ん な 活 動 を し た か 思 い 出 し て 発 言 す る 。
〔)レ ス ト ラ ン を 開 店 す る た め に ど ん な 準 備 が 必 要 か

話 し 合 う 、,
じお 店 の 名 前 を 決 め る 、、

・今 回 挑 戦 し て ほ し い メ ニ ュ ー を 発 表 す る,

じ準 備 作 業 の 役 割 分 担 を す る 、,

3今 回 の レ ス トラ ン に い ら っ し ゃ る お 客 様 の 紹 介V

TRを 見 る 。

・・当 日 の グ ル ー プ 分 け を す る 、

イ タ ー ・盛 り っ け ・会 計)

認 を す る 、

レ ス トラ ン の 招 待 状 を 書 く

(招 待客 の予定)

を 立 て る 、、

)作 業 を 進 め る 。

る 。

,(調 理 ・案 内 ・ ウ ェ

・ど ん な 道 具 が 必 要 か 考 え る
.

・調 理 の 手 順 に つ い て のVTRを 見 る 。

・カ レ ー ラ イ ス の 作 り 方 の 確 認 を す る
。

す る 。

。作 業 の 分 担 を す る 。
・決 め た 分 担 で 実 際 に 調 理 を し て み る

、,
Q接 客 の 係 り 分 担 を 話 し 合 う 。

・テ ー ブ ル の 設 置

・テ ー ブ ル ク ロ ス の ア イ ロ ンが け

・会 計 場 所 の 設 置

予 定 の 場 所 … 生 活 訓 練 棟 ホ ー ル

●思 い出 した ことを板書 し、新
たに 考える参考 にす る。

・4年 前 よ りレベ ルア ッブ した

計 画がで きるよ う支 援す る。

★ レス トラ ンの看板作 り
★会場 の装飾

★ 会計 場所の 設置

★買 い物の計 画や値段 の設定
★ チケ ッ トの 制作

★ 「本 日の メニ ュー」 の制作

★感想 の紙の 制作
★ ラ ンチ ョンマ ッ トや 座席 札の

会計) 制作
までの 予定 表を作 り(1程 の確 ・役 割 分 担 は 、

ル ー プ で3つ

を 書 く., ● メ ニ ュ ー を2

ル ー プ に 分 か

(カ レ ー ラ イ

合計13名 ビ ー フ)

● ペ ー プ サ ー ト

き込 み学 習の
よ うに工夫す

ループに分か れて作業 の計画 ●チ ケ ッ ト や

ニ ュ ー 」 の 制

使 っ て み る 。

ル ープに分かれ て作業 を進 め ・時 間の終わ り

業 で頑張 った
いお互 いの作 業内容を知 る。 う 。

かれ調理 の仕 方を学 習す る。 ● カ レ ー ラ イ ス

か 考 え る 。 理の経験が豊
て のVTRを 見 る 。 サ ー トな ど で

ビ ー フ の 作 り 方)

り方の確認 をす る。 ・ ハ ッ シ ュ ド ビ

について も調 理の仕 方を学習 VTRを 見 な

ト等 で確 認 し

調 埋 を し て み る 、, ・調理 が終 わ っ

し 合 う 。 え たかど うか

み ん な で 協 力 し て 準 備 す る., ・看板 の制 作や
・看板取 り付 け を行 った グル

ア イロ ンが け1 と な っ て 作 業
・会場 の装 飾な ど1 協 力で きるよ

十

2～3人 の グ

● メ ニ ュ ー を2種 類 用 意 し2ク

ル ー プ に 分 か れ て 調 理 す る 。

(カ レ ー ラ イ ス と ハ ッ シ ュ ト

・ペ ープサー トなどに 予定 を書

き込 み学 習の 見通 しが もて る

、 「本 日 の メ

ニ ュ ー 」 の 制 作 に パ ソ コ ン を

・時 間の終わ りに それ ぞれの作

業 で頑張 った成果 を報 告 し合

諾

フ
、

【

は

ぺ

て

で

い

の

つ

な

に

富

ス

豊

イ

カ

ラ

験
一
経

レ

の

力

理

●

●ハ ッ シ ュ ト ヒ ー プ に つ い て も

VTRを 見 な が ら べ 一 プ サ ー

●調 理 が 終 わ っ た 後 、 協 力 し あ

を 行 っ た ク ル ー プ が リ ー ダ ー

と な っ て1ノ}業 を 進 め 、 全 員 で

協 力 で き る よ う に 支援 す る 、
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a G接 客 の マ ナ ー を 学 習 す る 。 ・教員劇 で良 い例 と悪 い例 をわ

・丁寧 な言葉遣 い か り や す く 見 せ る 。

;2% ・案 内係のや り方

次 ・ウ ェ イ タ ー の や り 方

・盛 りつ け係 のや り方 ●係 り分担の 時全 員が接 客を体

・会 計係のや り方 験で きるよ うに 支援 す る。
一当日 と同 じ係 り分担で練 習をす る。 ●友達 のや って いると ころ も見
'友 達 の接客 の良 か った ところを発表 す る。 る よ う に 促 す 。

第 ¢買い物係か ら買 い物 の分担 を発表す る. ・予 算内 に買い物がで きて いる

5 U じ 全 員 で ス ー パ ー マ ー ケ ッ トに 買 い 物 に 行 く。 か確 認す る。

次 ⊃レジを通 る前 に買 い物 係が電卓で 計算をす る。 ・賞 味期 限や野 菜の鮮 度 などの

チ ェ ッ ク を す る 。

じ調理 グループ(2グ ループ)に 分かれて作 業を進 ☆ 食 中 毒 対 策 を し っ か り 行 う 、,

め る 、, ・手洗 いを十分 に行 い消毒 もす
・身 支 度 ・手 洗 い を き ち ん と す る 。 る 。

・道 具 の 準 備 を す る 。 ●まな板 の消毒 も行い肉 を切 っ

・分 担 に 従 っ て 調 理 を 始 め る 。 た後 は洗剤で洗 う。

第 OOL. ・作 り 方 を 見 な が ら 見 通 し を も っ て 調 理 を す る,、 ・作 り方の表 は、手順が わか り
・で きあが った らレス トラ ン開 店の前 に生 徒た ちが やす いよ うに工夫す る。

G 本時 食事 をす る。
C開 店 の 準 備 を す る 。

次 cレ ス トラ ン を 開 店 す る 。 ●接 客 に と ま ど う生 徒 に は グ
・2っ の グ ル ー プ で 協 力 し 合 っ て 係 り を 分 担 す る 。 ループ内で助 け合え るよ うに

Q生 徒 の 自己紹介 とお客様か ら感想を聞 く時間を設 声か けをす る。

け る 。 ・お客 様 に感想 の紙を 渡 し文 章

cみ ん なで協 力 して後か たづ けをす る。 を 書 い て も ら う 。

G接 客 の仕方が ど うだ ったか反 省す る。

第 Gお 客 様 に感謝 の気持 ちを込 めて お礼 状を書 く。 ・授 業時間が しば らくとれ ない

7 ので朝 の会 の時間 や帰 りの時

次 間な どを利用 して お礼状を書

く よ う に す る 。

⑦ 本時のね らい

ア.自 分の役割が分か り、見通 しを もって意欲的 に動 く。

イ.み んな と協力 して お互いに助け合 う。

ウ.た くさんの人 とのかかわ りを通 じて適切な接 し方を学ぶ。

⑧ 本時の個々のね らい

氏名 本時のね らい 氏名 本 時のね らい

。係 りごとの 役割が分 か り、意欲 的に動 ・係 りごとの役 割が分か り、意欲 的に動

く 。 く 。

A o友 達 に優 しい言葉 をかけ る。 E ・友 達が困 ってい た ら助 けて あげ る。

・接 客 にお いて適切 な言葉遣 いをす る。 ・接 客にお いて適切 な言 葉遣 いと応対が

で き る 。

Q係 りごとの役割が分 か り、意 欲的 に動 ・自分の担 当のお客様 が分か り席 に案内

く 。 が で き る 。

B e友 達が困 って いた ら助 けて あげ る。 F ・い ろいろな役割 に挑 戦す る。
c接 客 において適切 な言葉遣 い と応対 が Q接 客 において適切 な言葉遣 いをす る。

で き る 。

・自分 の担 当の お客様が分か り席 に案 内 Q自 分の担 当のお客様 が分か り席 に案 内

C が で き る 。 G が で き る 。

Cい ろいろ な役割 に挑戦す る。 ・い ろいろな役割 に挑 戦す る。
C初 対 面の人 とのかかわ りを楽 しむ。 つ初対面 の人 とのかかわ りを楽 しむ。

・自分の担 当のお客様が 分か り席 に案 内

D が で き る 。
Gい ろい ろな役 割 に挑戦 す る。
・接客 にお いて適切 な言 葉遣 いを す る。
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⑨ 展 開

ア.レ ス トラ ン開 店 当 日の展 開(調 理)

☆具体的な個々の学習活動 ◎個々のねらい ★教師の支援Ti・T2・T3

全体の学習活動
全体指導(T1)

個 々の生 徒 の 活動 及 びね らい

A B C D

1、 手洗 いを す る ☆念入りに丁寧に手 ☆念入りに丁寧に手 ☆念入りに丁寧に手 ☆念 入 りに1寧 に手

身支度を整える 洗 いを し、 身支 度 洗 い を し、身 支 度 洗いをし身支度を 洗いをし身支度を
を整える を 整 え る 整え る 整え る

導 ★ チ ェッ クT3 ★ チ ェ ックT2 ★ チ ェ ッ クT3 ★ チ ェ ッ クT2
2、 あ い さ つ を す る

⑨自分の役割に責任 ◎自分の役割に責任 ◎自分の役割が分か ◎自分の役割が分か
3、 今 日の活 動 内容 を もち最 後 まで や を もち見通 しを も る り見通 しを もつ

入
を知 る り通 す つ

★活動内容を分かり ☆食中毒対策の注意 ☆食中毒対策の注意
やす く伝 え 、 時間 点 を言 う 点 を言 う
の 目安 も伝 え る

9、 道 具の 準備 を す ☆自分の分担の道具 ☆自分の分担の道具 ☆自分の分担の道具 ☆自分の分担の道具
る を準備する を準備する を準備する を準備する

◎ 食 器 は きれ いに洗 ◎ 食 器 は きれ い に洗 ◎自分の分担が分か ◎自分の分担が分か
い 丁寧 に拭 く い丁寧 に拭 く る る

数 を 正 しく数 え る

★食器の数の確認を ★食器の数の確認を ★道具のある場所が ★道具のある場所が
するT3 するT3 分か らな い と きは 分 か らな い と きは

援助するT2 援助するT2

5、 分 担 に従 って 調 ◎ お米 を 流 さな い よ ◎親指の使い方に気 ◎作 り方 を よ く見て ◎ 左 手 を ま るめて 、
理を始める うに気 をつ け て と を っ け包 丁 を使 う 計 量 カ ップで 分量 な るべ く薄 く切 る

展 ぐ ☆ じゃが い もを きれ を量 る ☆人 参 を きれ い に洗
☆ お米 を と ぐ水 の分 い に洗 って皮 を む ☆ コ ー ヒ ー ゼ リー を い皮 をむ く

量 を 量 りお 釜 にセ きゆで や す い大 き 作 る 薄 い銀 杏 切 りにす
ッ トす る さに切 る 冷蔵庫で冷やす る

★水の分量の確認を ★ 芽 を取 る と ころ を ★分量の量り方を援 ★ 人 参の 切 り方 の 見

するT3 手伝うT1 助するT2 本 を 見せ るTl

◎分担表を見ながら ◎分担表を見なが ら ◎分担表を見て自分 ◎分担表を見て自分
意欲的に作業をす 意欲的に作業をす の役割を意識する の役割を意識する
る る

自分の分担が終 自分 の分担が終
わ った ら友達 を手 わ った ら友達 を手

伝 う 伝 う

☆蒸し器にお湯を沸 ☆ タマ ネ ギの皮 を む ☆ マ ッ シ ュ ル ー ム を ☆ き ゅ う りを きれ い
開 か し、 じ ゃ が い も き薄 い半 月切 りに きれ いに洗 い薄 く に洗 い 薄 い輪切 り

と人参を蒸す す る 切 る にす る

☆ ハ ムを細 く切 る ☆ レタスを1枚 ず っ ☆ 牛肉 を 小 さ く切 る ☆ ミニ トマ トを きれ

は が しきれ いに洗
ワ

い に洗 う

☆ タ マネ ギ と牛肉 を
つ

☆ ゆ で上 が った じ ゃ ☆ タ マネ ギ と牛 肉を ☆ゆ で上 が った じゃ
妙 め ハ ッ シ ュ ド が い もを っぶ す 妙 め ハ ッ シ ュ ド が い もを っぶ す
ビーフ を作 る ☆ ポ テ トサ ラ ダを作 ビー フを作 る ☆ ポ テ トサ ラ ダを 作

る る

★AとCが 協 力で き ★BとDが 協 力 で き

る よ う支 援す る る よ う支援 す る

T3 T1

ま 6、 レ ス トラ ン開 店 ☆お 互 い に作 った も ☆ お互 い に作 った も ☆お 互 い に作 った も ☆ お互 いに作 った も
の前に試食(昼 の を 試食 し、 評 価 の を試 食 し、評 価 の を試 食 し、 評 価 の を試 食 し、 評価

と

め

食)を す る し合 う し合 う し合 う し合 う
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☆具 体的 な個 々の学 習 活動 ◎個 々のね らい ★ 教師 の 支援T4・T5

個 々の生 徒 の活 動 及 びね らい

指導上の留意点
E F G

☆念入りに丁寧に手 ☆念入りに丁寧に手 ☆念入りに丁寧に手
洗 いを し、身 支度 洗 いを し、 身支 度 洗 いを し、身 支度 ◇手の消毒用に消毒液を用意する
を整える を整える を 整え る

★ チ ェ ックT9 ★チ ェ ッ クT4 ★ チ ェ ックT5 ◇食中毒対策について注意点を伝える
・こ ま め な 手 洗 い 噛

◎自分の役割に責任 ◎自分の役割に責任 ◎自分の役割を知 り ・まな板 と包 丁 の熱 湯消 毒

を も ち見通 しを も を もち最 後 まで や 話 をよ く聞 く ・肉類 と野 菜 の ま な板 を分 け る

つ り通す ・肉 を切 った後 は
、 まな板 を洗 剤 で洗 う

・生野 菜 は、 丁 寧 に洗 う
☆食中毒対策の注意 ☆食中毒対策の注意 ★T1の 話 に集 中で ・傷が あ る と きは手 袋 をす る

点を言う 点を言う きるよ う声 か けを ・各 自厚 手の 手拭 きを用 意 す る

するT5

☆自分の分担の道具 ☆自分の分担の道具 ☆自分の分担の道具
を準備する を準備する を準備する ◇まな板と包丁の熱湯消毒は教員が行うTl

◎分担が分からない ◎食器はきれいに洗 ◎自分の分担が分か
友達に教えてあげ い丁 寧 に拭 く る

る 数を 正 し く数 え る

★Gに 教 え てあ げ る ★食器の数の確認を
よ う促 す するT4

T5

◎お米を流さないよ ◎親指の使い方に気 ◎ 包 丁 に気 をつ けて
う気を っ けて と ぐ をつ け包 丁 を使 う 集中して取り組む

☆お米をとぐ水の分 ☆ じゃが い もを きれ ☆人参をきれいに洗
量を量 りお釜 に いに 洗 って皮 を む って 皮 をむ き適 当
セ ッ トす る き適 当な 大 き さに な大 き さに切 る

切 る

★水の分量の確認を ★芽 を取 る とこ ろを ★人参の切り方の見
するT3 手伝 うT4 本を見せるT5

◎分担表を見ながら ◎分担表を見ながら ◎分担表を見て自分
意欲的に作業をす 意欲的に作業をす の役割を意識する
る る

自分 の分担 が終 自分の分担が終
わ った ら友達 を 手 わ った ら友達 を 手

伝 う 伝 う

☆ タマ ネ ギの皮 を む ☆豚肉を適当な大き ☆ カ レー ルー の箱 を
き薄 い半 月切 りに さに切 る 開 けル ーを 小 さ く

する す る

☆豚肉や野菜を妙め
☆豚肉や野菜を妙め て カ レー を作 る ★集中して作業がで ◇11:30完 成 を 目指 して 作 る

て カ レーを作 る き るよ う支援 す る

☆水 の 分量 をカ ップ T5

で 量 り入 れ る

★EとFが 協 力 で き ★ カ ップの 量 り方 を

る よ う支援 す る 援助するT4
T4

☆ お互 い に作 った も ☆ お 互 い に作 った も ☆ お互 い に作 った も
の を 試 食 し、 評価 の を試 食 し、評 価 の を試 食 し、評 価

し合 う し合 う し合 う
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イ.レ ス トラ ン開 店(本 時)(生 徒7名 ・指 導 者5名)

☆具体的な個々の学習活動 ◎個々のねらい ★教師の支援T1・T2・T3

全体の学習活動 個 々の生 徒 の活 動 及び ね らい

全 体指 導(Tl)

A B C n

i、 レ ス トラ ン開 店 ☆身支度を整える ☆身支度を整える ☆身支度を整える ☆身支度を整える
の 準備 を す る

◎意欲的に準備作業 ◎意欲的に準備作業 ◎お客様が来るのを ◎ お 客様 が 来 るの を

を し、 レ ス トラ ン を し 、 レス トラ ン 楽 しみ に待 っ 楽 しみ に待 つ
の開店に期待感を の 開店 に期 待 感 を

導 もつ もつ

☆ 盛 りつ けの テ ー プ ☆盛 りつけ の テー プ ☆ 盛 りっ けの テ ー プ ☆ ラ ン チ ョ ン マ ッ ト

ルを 拭 く ル に カ レー や ハ ッ ル にチ ケ ッ トを用 を テ ー プ ル に セ ツ

食器を運ぶ シ ュ ド ビー フ の 鍋 意す る トす る

を 運ぶ

人 ★ す ぐに盛 りっ けが ★や け どを しない よ ★ チ ケ ッ トを お く場 ★ どん な準 備 をす る

で き るよ うに 支援 うに 声か け をす る 所 な どを指 示 す る か 声か けを す る

をするT3 T2 T1
'1'1

☆係 りの最 終確 認 を ☆係 りの 最終 確 認 を ☆係りの最終確認を ☆係 りの 最 終確 認 を

す る す る す る す る

2、 レ ス トラ ンを 開 ◎ 言葉遣 いに 気 をっ ◎ 係 りご との 役 割が ◎ いろ い ろな 役割 に ◎ い ろ い ろな役 割 に

店す る けて接 客 を す る 分かり意欲的に動 挑戦する 挑 戦す る。

く ☆Aに 注文 を 確か め ☆ 盛 りっ け 場所 で 待

【接 客の 流れ 】 ☆担当のお客様を席 ☆お 盆を 持 って 盛 り チ ケ ッ トを 持 っ て つ

席に案内する に案 内 し、飲 み 物 っ け場 所で 待 っ い く ☆ カ レ ー ラ イ ス か

↓ と メ ニ ュ ー 表 を 接客係を行うが丁 ☆2人 目の お 客様 に ハ ッ シ ュ ド ビ ー フ

飲 み 物 と メ ニ ュ ー 持 っ て い く。 注 文 寧な言葉遣いで対 も チ ケ ッ トを 持 っ か を聞 いて盛 りつ

表 を持 って い く を聞 く 応 す る て い く け る

↓ ☆接客係をする
注 文 を聞 く ☆ 次の お 客様 の 時 に ☆担当のお客様を席 ◎ 自分 の担 当 の お客 1お待 た せ しま し

↓ は接 客係 をす る に案 内 し、飲 み物 様 が 分か り席 に案 た 」 と 言 っ て 持 っ

チ ケ ッ トを 持 って と メ ニ ュ ー 表 を 内が で き る て い く

展 い く ☆ デ ザ ー トは カ レ ー 持 って い く。 注 文 ◎ 自分の 担 当の お 客

↓ ラ イ スとサ ラ ダを を 聞 く ☆担当のお客様を席 様が分かり席に案
盛 りっけ を する 食 べ 終 わ る の を に案 内す る 内 がで きる

1 待 っ て 、 「デ ザ ー ☆ デ ザ ー トは カ レ ー ★動 きが 止 ま って し

接 客係 が持 って い トを お もち して も ラ イス とサ ラ ダを ま いそ うだ った ら ☆担当のお客様を席
く 良 いです か 」 と聞 食 べ 終 わ る の を BやEが 一 緒 に に 案内 し、飲 み物

↓ いて 持 って い く 待 って 、 「デ ザ ー 行 ってあ げ られ る と メ ニ ュ ー 表 を

接客係がお皿を下 トをお もち して も よ う支援 を す る 持 って い く

げ る ☆会計係ではお釣り 良 いで す か 」 と聞 T1

↓ を間違 え な い よ う い て持 って い く ☆以 下 係 りに したが ☆ 以 下 係 り に し た

後 で デ ザ ー トを に対応 す る。 が って 接 客 や デ が って 行 動す る

持 って い く ☆ 以 ド7人 の お 客様 ザ ー トを 後 か ら ★ 係 りに したが って

1 ☆以 下 、7人 のお 客 に 接客 の係 りに し 持 って い く こと も 何をすればよいか
会計をする 様 に接 客 の係 りに た が って行 動 す る 経験する 支援をする

開 した が って行 動 す

る

T2

3、 お客 様 に 自己紹 @友 だ ち に優 しい 言 ◎ 友 だ ちが困 って い ◎恥ずかしがらず大 ◎ 大 きな声 で 自分 の

介 とあ い さっを 葉か け をす る た ら助 けて あげ る きな 声で 自分の 名 名 前を 言 う

す る ◎お礼の気持ちを込 ◎ 自信 を も って あ い 前を 言 う
めて あ い さっ をす さっを す る ★ 声が 出せ るよ う に

る 支援をするTl

4、 お客 様 よ り感想 ☆ 今 日の活 動 を振 り ☆今 日の 活動 を 振 り ☆ 今 日の活 動 を振 り ☆ 今 日の 活動 を 振 り

を頂 く 返 りなが ら感想 を 返 りなが ら感 想 を 返 りなが ら感想 を 返 りなが ら感 想 を

聞 く 聞 く 聞 く 聞 く

5、 後 か たづ け を す ◎丁寧に食器を洗う ◎自分から作業を見 ◎頼まれた仕事をい ◎丁寧に食器を洗う
ま る みん な と協 力 し合 っ け る 。 み ん な と やが らず に後か た 自分か ら作業 を 見

う気 持 ちを もっ 協 力 し合 う気 持 ち づ けをす る つ け る

と ← を もつ
6、 今 日の活 動 の感 ☆ 今 口の活 動 を振 り ☆今 口の 活動 を振 り ☆ 今 日の活 動 を振 り ☆ 今 日の 活 動 を振 り

め 想や反省を聞く 返 って感 想 を言 う 返 って 感想 を言 う 返 って感 想 を 言 う 返 って 感 想 を 言 う
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☆ 具体 的 な個 々の 学習 活 動 ◎ 個 々の ね らい ★ 教 師の 支援T4・T5

個 々の 生 徒の 活動 及 びね らい

指導上の留意点
E F G

☆身支度を整える ☆身支度を整える ☆身支度を整える ◇Yシ ャツを 着て 蝶 ネ クタ イを す る

◎意欲的に準備作業 ⑨意欲的に準備作業 ◎お客様が来るのを
を し、 レ ス トラ ン を し、 レ ス トラ ン 楽 しみ に待 っ

開店に期待感をも 開店に期待感をも
つ つ

☆ 盛 りっ けの テ ー プ ☆ 盛 りつけ の テー プ ☆ ラ ンチ ョ ン マ ッ ト

ルを 拭 く ル に メ ニ ュ ー 表 を を テ ー ブ ル に セ ッ

食器を運ぶ お く トす る

★ す ぐに 盛 りっ けが ★ メニ ュー 表を お く ★どんな準備をする
で き るよ う に支援 場所などを指示す か 声か けを す る

をするT4 るT1 T5

☆係りの最終確認を ☆係りの最終確認を ☆係りの最終確認を
す る す る す る

◎係りごとの役割が ⑥色々な役割に挑戦 ◎色々な役割に挑戦
分かり意欲的に動
く

☆担当のお客様を席

す る

☆盛 りっけ 場所 で 待

す る

☆ お 盆を 持 って盛 り

★主に盛りっけ場所で支援をするT3

★主に会計場所で支援をするT2
に案 内 し、飲 み物 っ 。 カ レー ラ イ ス つ け場 所で 待 っ

と メ ニ ュ ー 表 を か ハ ッ シ ュ ド ビー 接客係をする ★主に案内や接客場面で支援をするTl
持 って い き、注 文 フか を聞 いて 盛 り 「お待 たせ しま し

を聞 く っ け る た 」 と 言 っ て 持 っ ★主にFを 支援するT4
て い く

◎自分の担当のお客 ☆盛りっけ場所で待 ★主にGを 支援するT5
☆接客係が丁寧な言 様が分かり席に案 つ

葉遣いで対応する 内 が で き る ☆ カ レ ー ラ イ ス か ◇ 但 し、 子 ど も同士 で 助 け合 え る場 面 を優 先 し
ハ ッ シ ュ ドビ ー フ て支援をする

☆ デ ザ ー トは カ レ ー ☆担当のお客様を席 か を聞 いて 盛 りつ

ライ ス とサ ラダ を に案 内 し、飲 み物 け る

食 べ 終 わ る の を と メ ニ ュ ー 表 を

待 って 、rデ ザ ー 持 って い く ◎自分の担当のお客
トをお もち して も 様が分かり席に案
良 いで す か 」 と聞 ☆接客係をする 内 がで きる

いて 持 って い く 「お 待 たせ しま し ☆担当のお客様を席
た 」 と言 っ て 持 っ に 案内 し、 飲み 物

☆会計係では適切な て い く と メ ニ ュ ー 表 を

言葉遣いで対応す ☆以 下 係 り に した 持 って い く

る が って行 動 す る ☆ 以 下 係 り に し た

★係 りに した が って が って 行動 す る

☆以下5人 のお客様 何をすればよいか ★ 係 りに したが って

に接 客 の 係 りに し 支援をする 何をすればよいか
たが って行 動 す る T4 支援をする

T5

◎ 友 だ ちが 困 って い ◎大きな声で自分の ◎大きな声で自分の
た ら助 け て あげ る 名前を言う 名前を言う ◇ お客 様か らの質 問 を お願 い し、 た くさんの 人

★何を言うか支援を とふれあう機会を設ける
◎お礼の気持ちを込 するT1

めて挨拶をする ◇ お客 様 に ア ンケー トをお願 い し、 ま とめの 反

省の資料とする
☆今日の活動を振り ☆今日の活動を振り ☆今日の活動を振 り

返りながら感想を 返 りな が ら感想 を 返 りなが ら感 想 を

聞 く 聞 く 聞 く

◎丁寧に食器を洗う ◎頼まれた後片づけ ◎丁寧に食器を洗う ◇ 先生 方か ら も子 ど もたち の良 か った とこ ろを

みんなと協力し合 を最後 までがん 最後までがんばる 伝え 、生 徒 か らも今 回の単 元 を振 り返 り自分

う気持 ちを もっ ば って や る が が んば った と ころや 友 だ ちがが ん ば って い

た と ころを 評価 しあ う

☆今日の活動を振り ☆今日の活動を振り ☆今日の活動を振り
返 って感 想 を言 う 返 って 感想 を 言 う 返 って感想 を 言 う ◇後日お客様にお礼状を出すことを伝える
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⑩ 本時の評価

ア.自 分の役割が 分か り、見通 しを もって意欲的に動 けたか。

イ.み ん なと協力 して、お互 いに助 け合 うことが で きたか。

ウ.た くさんの人 とかかわ りが もてたか。

⑪Cへ の評価

生活単元学習授業記録(評 価)表 本時

授業日 場 所 授業内容(レ ス トラン開店)

生 活 訓 練
00 レス トランの学習で接客を体験する。

ホ ー ル

氏名 個 々の ね ら い ね らいに対 して どうで あ った か 友達、教師とのかかわ りはど うであったか

C 自 分 の 担 当 の お
客 様 が 分 か り、

・とて も楽 しそ うに 積 極 的 に 接 客

して い た 。 初 め は 緊 張 して い た

・後 半 は 、 自 ら コ ー ヒー ゼ リー の 食 べ 方 な
ど を 客 に 教 え た り と 特 に 積 極 的 に か か わ

席に案内ができ が 自分 で 案 内 が で き飲 み物 、 メ る こ と が で き た 。
る 。 ニ ュ ー を 持 っ て い く こ と が で き

た 。 次 第 に 慣 れ て き て 役 割 以 外 ・接 客 で 分 か ら な い 部 分 は
、 教 師 に ア ドバ

で も こ ち らか ら指 示 を す る と積 イ ス を 受 け 、 も う一 度 、 客 に 聞 き に 行 く
極 的 に 接 客 に 行 く こ とが で き た 。 こ と が で き た 。 友 達 と も楽 し く 仕 事 を

行 っ て い た 。
初対面の人との ・と て も意 欲 的 だ っ た。 最 後 の 方

か か わ り を 楽 し

む 。
は 積 極 的 に 自 分 か ら話 しか け た
り微 笑 み か け て き た。

・足 りな い と こ ろ は 補 助 した り し な が ら仕

事 を 分 担 して い た 。
・言 わ れ た こ と は し っ か り伝 え る こ とが で

・初 め は 緊 張 して い た が
、 少 しず き た 。

つ 慣 れ て くる の が 分 か っ た 。 言

葉 で は 通 じな い と こ ろ が あ っ た ・ レ ス トラ ン で の 食 事 が 終 わ っ た 客 に
、 自

が 、Cの 持 ち 味 が よ くで て い た 分 か らか か わ り を も と う と して 、 掲 示 板
の で 言 葉 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 紹 介 した り 十 分 楽 しん で い た 。
だ け で な くか か わ り を 楽 しむ こ

と が で き た 。

・補 助 さ れ て は い た が
、 マ ニ ュ ア

ル に 従 っ て 単 語 と 身 振 りを 中 心

に 案 内 が で き 、 注 文 も 聞 く こ と
が で き た。 い や が らず に 水 を く

ん だ り、 お 代 わ り を 持 って い っ
た り 、 「あ い よ 」 と 少 し 照 れ な

ら うれ しそ う に 答 え て い た 。

(5)指 導事例に基づいた仮説の検証及び修正 と一般化

① 指導の手だてか ら見た事例対象児Cの 変容

ア 外部 か らの お客 さん とか かわ れ る場 の設 定

レス トランが開店 してす ぐは緊張 して いたが、初 めの役割が 「チケ ッ トを渡す!と い う分か

りや すい内容だ った こと もあ り、 スムーズ に進 んだ。何 をすれ ばよ いか を教師が 言葉か けを し

なが ら見守 ったが 、後半 は 自分か らお客様 とかかわ る姿が見 られ十分 にね らいが達 成で きた。

イ チ ーム を組 んで の係 り分担

単 元の 中に チームを組 む機会が3回 あ った。1回 は レス トラ ンの準備作業 。普段 か らけんか

の多 いFと の コ ンビだ ったが、お互 いに同 じ作 業を して い る意識 を もち、 けんか もなか った。
2回 目は調 理場 面。 そ して3回 目は本 時の活動。 係 りを固 定 しなか った こ とでい ろいろな仕事

が経 験で き、接客 にかかわ る仕事 も十 分で きた。

ウ 事前 の情 報 の提 供

ビデオ レター は、視聴覚教材 だ った こともあ り、期待 を もって 見ていた。 また、 ビデオだ け
で は、視覚 的に残 らな いので一 人ずつの顔 と名 前の入 った カー ドも合 わせて作成 した。 これに
よ って一層一 人一 人のお客様 に焦 点を絞 る ことが で きた。 また このカー ドを頼 りに招待状 を書

く人 を選 び 、名前 も覚 え ることが で き 「自分が接待 す るお客様 はこの先生」 とい う意欲 ももつ

ことが で きた。
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工 接 客の練 習

Cに とって 、 この手だ ては最 も有効 な もので あ った。 一人ずつ担 当の客 を想定 して席 に案 内

す る練 習を したが 、Cの 順番 にな ると恥ずか しさで緊張 して しまい、言葉が 出ず案 内がで きな

か った。 この と きは、教 師が 支援を しなが ら一 回だ け経験 す るに とど ま った。練習 の終 わ りに

「当 日は、心配 なので、Eに 一 緒 につ いて もらって案 内を した い」 と言 って いた。 と ころが 当

日は、 こち らの心 配を よそに1人 で挑 戦 し、言葉 は うま く伝 わ らなか ったが 、案 内を す ること

がで きた。練習で はっ まず いて しま ったが、 その経 験が本 番に生か され た。

オ 招待 状 の発 送

お客 様 の カー ドを見 なが ら招 待状 を書 く人 を 自分 で選 んだ ので 、意 欲的 に丁 寧 に書 いて い

た。 また、個人宛 に返 事が もらえた こと もうれ しか ったよ うで ある。 最後の 感想を聞 きたい 人

の指 名場 面で も、自分が担 当 したお客様 を選んで いたので 「自分 のお客様」 とい う意識 を もっ

て接す る ことがで きてい たのだ と改め て感 じる ことがで きた。

「レス トラ ンを開店 しよ う」の授業を検証 した結果 、本研究の指導の手だて によ って得

られ るので はないか と予想 した 「達成感」 「自信 」 「仲 間意識」 「意欲 ・期待」 「意識付

け」が、以上の ように、Cに は非常に有効であ った。

さ らに、 これ らの ことは他の生徒に もうかが うことがで きた。つ まり、Cの 指導の手だ

て と して考えていた ものが、他の生徒 に も有効かつ共通の手だてにな った。

さ らには、具体的に きめ細やかな指導 の手だてを講 じたことによ って、各生徒が、初め

ての人 とのかか わ りに も、柔軟 に対応 で きた。以下、他の生徒たちの変容 にっ いて、 「生

活 単元学習授 業記録(評 価)表 」を もとに記す。

② 指導の手だてか ら見 た他の生徒 たちの変容

ア 外 部か らの お客 さん とか か われ る場 の 設定

初 め は緊張 した雰囲 気であ ったが次第 に接 客 に慣れ て きた。途 中で シフ ト通 り動 けなか った

が臨 機応変 に見 通 しを もって動 けていた。最 後のお客 様全員 か ら感想 を聞 く機会 は非常 に有効

で あ った。褒 めて もらえた ことに喜 びを感 じ自信 にっ なが った。

イ チ ームを組 ん で の係 り分 担

リー ダー的存 在のBが どち らか とい うと裏 方の盛 りつけ係が 多 く 目立 った仕事 で はなか っ

たが 、チ ームの仲間た ちに 「お客 さん が来 たよ」等の周 りを見通 して の声か けがで きて いた。

また、Cが 困 って いる とき助 ける場 面が あ った こと も良 か った点 であ る。全 体的 に全員で チー

ム ワー クよ く動 けて いて十分仲間意 識が もて た。

ウ 事 前の 情 報の 提供

普段 か ら集 中 して学 習に参加す る ことが課 題のGに とって もこの ビデオ レターやカー ドは有

効 な教 材で あ った。 自分の担当の お客 様が特 定で き、意欲が もてた こと、ラ ンチ ョンマ ッ トを

作成 す る際 、カー ドの顔 と合わせて 同 じカー ドを ラ ンチ ョンマ ッ トに貼 る とい う弁 別の学習 に

もっ なが った。 他の生徒 もお客様 の名前を覚 え全 く初対 面の お客様 に対す る不安が取 り除 け、

有効 な形で生徒 た ちが挑 戦す る場 を設 定 して い くこと もで きた。

エ 接 客の練 習

Fが 練習でつ まず いて しまったが 、Eの 助 けを借 りて案 内を経験 した。2回 目か らは少 し慣

れて 自信を もつ ことがで きた。 どの生徒 も練 習を繰 り返 す ことで接 客の言葉 遣 いに慣 れ 自信を

もって当 日を迎 え るこ とがで きた。

オ 招待 状 の 発送

皆 、招待状 を書 いたお客様の名前 を覚 え た。 また、 自分 が招待状 を書 いたお客様 を席 に も案

内 したため 、学 習への意 識が図れ、手 だて と して有効で あ った。
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この相 乗効果 ともいえ る成 果は、さ らに、 いろいろな形で生徒 たちが挑戦す る場を設定

してい くこと もで きるのではないか と我 々研究員の視 野を広 げて くれた。客を地域の人へ

と広 げてみ た り、 レス トラ ンを ・'日のみで はな く三日間続 けてみ た ら生徒 たちはどの よ う

な変化を遂 げるのだ ろ うか等、活動 のアイデアが次 々に広が って きた。

③ 仮 説の修 正.

今回の事例でお さえ た 「達成感」 「仲 間意識」 「意欲 ・期 待」 「自信」 「意識付 け」 と

い う観点か ら考え られ る手・だて には、様 々な ものがあ る。 しか し、本研究か ら、児童 ・生

徒が 互いにかかわ りを広げ、深め る活動が 、一一番よい成果を生 む と実感 した。 そ こで、仮

説を以下のよ うに修正 した。

広 く深 いかかわ りの場を設定 し、かか わ りを主体 と した手だてを もって指導 して い

くとき、個 は最大限 に力を伸ばす ことが で きる。

④ 仮 説の 一般化 に向けて

次 に示すのは、仮説が.・般化で きるかを探 るために、B小 学 校心身障害学級 で行 った生

活単 元学 習の授業 であ る。

1.単 元名 「としょかんにい こう」(B小 学校心身障害学級)

2.単 元 のね らい

●本の選 び方や借 り方が分か り、自分で本を借 りることがで きる。
●自分なりの楽 しみ方で、本を読んで楽 しむ ことがで きる。

■劇遊びや感想発表などを通 して本の楽 しさを伝え、友だちとのかかわ りを深め る、,
●図書館 までの道の りや、交通機関の利用の仕方に慣れ、自分で行 くことがで きる、,

3. 指導の手だて
1

達
成
感

i

・本の楽 しさ、お もしろさを味わえるよう、本の読み方、読み聞かせ、劇あそび、発表などの活動を取 り入れた。

仲間 ○児童同 .Lでかかわ り方を学べ るよ う、歩行や教室移動、宿泊、避難訓練等、いろいろな場面で人間関係を配慮 し

意識 してペアやグループを作る。本単元で も、それ らの組み合わせをできるだけ生かすように した。

Q図 書館へい くための事前指導で、児童に分か りやす い本の分類Cど うぶっ 」 「の りもの」 「たべ もの」 「おは

目 な し」 「か らだ.i)を 教え、その中か ら自分の読みたいジャンルを選び、r図 書館へ行 って本を読み たい』 とい

的 う意欲や期待感を もたせた。
意 ・児童 に 応 じて 、 「歩 く」 一・ 「モ ノ レー ル」 → 「図 書館 」一・ 「本を 借 りる」 … な ど、 具体 的 な 行動 の 順 番を 押 さえ

識 たり、時間とスケ ジュールを関連 して学習 したりして、何をす るかが よく分か るよ うに し、できるだけ自分か ら

行動で きるように した。
○授業の流れが いっ も同 じになるよ うに し、活動の見通 しが もて るよ うに した。

自 Q本 の借 り方、切符の買い方などの練習を した。特に、切符の買い方は、昨年か ら、毎 月の歩行や宿泊学習等で経

験を積み重ねて きた。

信 ○小グループで劇あそびや本の紹介の練習を して 自信が もてるように した。

意識 。教師が、児童の実態 に合わせて 「ももたろ う」と 「おおきなかぶ 」の2冊 の本を選び、希望で分かれた二つの グ

付け ループで、読み聞かせを聞いたり、劇あそびを したりするこで、協力 したり助け合 ったりできる場面を設定 した。

4. 指導内容

図書館に行こう 「も もた ろ うjと[お お きな かぶ 」

①2時 間 ○どんな本があるかな。 ○読 んで欲 しい本を選ぶ。
●本の分類や読みたい本の見っけ方 ● 「ももたろう」と 「おお きなかぶ」の中か らどちらを読んで欲
・本の借 り方、返 し方 しいか選ぶ。

②2時 闇 O本 を借 りに行 こう。(事 前) Oグ ループに分かれて読み聞かせを聴 く。
●中央図書館の場所、行き方、のりもの
●図書館や乗 り物の中でのマナー

●自分の読みたい本
・申込書の記入

③4時 闇 0本 を借 りに行 こう。
・中央図書館に行 く。

●図書館の利用の仕方にっいて紙芝居を見る。

●読み聞かせを して もらう。
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■本を借 りる。

④4時 間 ○新 しい本を借 りよう。
●中央図書館に行 く。

・本を返す。

○新 しい本を借 りる。

⑤6時 間 ○ 自分の読んだ本を紹 介 しよ う。
Aグ ループ(A、B、C、F、G)
●面白か った場面やページの絵 を描 く。
●発表の練習をす る。

例 「OOの 本を読み ま した。(絵 を見せなが ら)
「これは○○を して いる ところです 」

「(り0がおもしろか ったです1

Bグ ループ{H、1、J、K)
●面白か った場面やページの絵 を描 く。

●感想やあ らす じを書 く。
●発表の練習をす る。

例 「僕は、おはな しの本の中で、○○ とい う本 を
読みま した」(感 想やあ らす じを読む)

Cグ ループ(D、E)
●面白か った場面やページを選ぶ。

●選んだペー ジの コピーに色を塗 る。
●発表の練習をす る。

例 「○○の本を読みま した」
「○○が出で きま した」など

O全 体で発表す る。

○本を借 りに行 こう。
●友だちの発表を聞いて 自分の読みたい本を選ぶ。

●図書館に行 って新 しい本を借 りる。

○読んで もらった本を紹介 しよ う。

☆ 「ももたろ う」グループ(A、C、D、G、1、J)
●や りたい役を相談する。
●ペープサー トを作 る。

本を見なが ら自分で描 く。 コピーに色を塗るなど児童に
応 じて方法を工夫する。協力 して作る。

・練習をす る。

出て くる順番を教え合 った り、動 きを相談 したり しなが
ら工夫 して練習す る。

☆ 「おおきなかぶ」 グループ(B、D、F、H、K)
●や りたい役を相談する。
●身に付 ける物 を作 る。

本を見なが ら自分で作 る。自分の役に必要な ものを選ぶ
等、児童に応 じて方法を工夫する。協力 して作る。

●練習をす る。

出て くる順番を教え合 った り、動 きを相談 したり しなが
ら工夫 して練習す る。

●全体で発表する。

このB小 学校心身障害学級 の授業において も、5つ の観点(達 成感、 自信、仲間意識 、

意欲 ・期待、意識付 け)を 基に指導 の手だてを考えた。 この5っ の観点を もっ ことで、指

導 の手だてにつ いて、 よ り具体 的に担任間で話 し合 うこともで きた。

VIま とめと今後 の課題

本研究 は、まず…っの事例につ いて深 く研究を進あ、研究後半で さ らに一つ研究授業 を行

い、仮説 の検証 と一般化を試みた。 この研究を今後 さ らに一般化 させ、各学校の児童 ・生徒

の実態 に合わせた授 業を構築す ることが今後の課題であ る。

心 身に障害のあ る児童 ・生徒 の中には、かかわ りがあ まり多 くない児童 ・生徒 もい る。 そ

の場 合 こそ、現在得 られてい るか かわ りを広め、深め る工 夫が重要 になる。KJ法 で も確認

で きたが 、同 じ島 に分類 されたかかわ り方であ って も、その内容 は様 々で、状況が限定 され

るものや相手が限定 され る もの もあ った。 これ は視点を変えれば 「こうい う状況な ら」 「こ

うい う教材 な ら」 とい う条件が付 けば、かかわ りを広げ、深めてい くことがで きることを示

唆 している。

児童 ・生徒が 「生 き生 きと活動 」す るため には、 自信 や達成感が不可欠であ る。 そ して、

それは成功 の体験を重ね ることで得 られる。新学習指導要領 の 自立活動の 「指導計 画の作成

と内容 の取 り扱 い」の(4)に も示 されているが、 「個 々の児 童又 は生徒の発達 の進ん でい る側

面 を更に伸 ばす ことに よって、遅 れている側面を補 うことが できるような指導 内容 を取 り上

げ ること」が 「領域 ・教科を合わせ た指導」 において も重要 である。

児童 ・生徒の実態に合わせなが ら、 そ うした工夫を していけば、一人一人の力を伸 ば して

い くことがで きると考え る。今後 も本研究 に基づ いた実践 的な事例を さ らに積み重 ね、障害

のあ る児童 ・生徒が生 き生 きと活動す る指導の在 り方につ いて追求 して い くことが重要で あ

る。
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個別指導計画を活用 した自立活動の指導の充実

研究の概要

平 成11年3月 の盲学校 、聾学 校及 び養 護学 校学習指 導要領が告示 され た。 「養護 ・訓

練 」は 「自立活動」 と改め られ、個別の指導計画の作成が明記 された。本分科 会では、次

の2点 に研究の視点を定 めた。

一っ 目は
、 「自立活動」への移行を心 身障害教育 にかかわ る教員 と しての専 門性の向上

を図 る機会であ る。

二つ 目は、個別指導計画 に基づ く指導 の推進を通 して、個に応 じた指導の よ り一一層の充

実を図 る機会であ る。

本分科 会では、学 習指導要領及 び教育課程 にっいての研修 を深める とと もに、 「個別 指

導計画を活用 した 自立活動の指導の充実」を研究主題に掲 げ、授業研究を中心 と した研 究

を進めた。 また、各研究員が所属す る学校の 「養護 ・訓練 」及 び個別指導計画の現状 と課

題 も明 らか に した。 さ らに、 「自立活動」への移行の趣 旨を踏 まえ、 「自立活動」の指導

の充実 のための方策を個別指導計画 との関連か ら追究 して きた。

本研究を通 して確かめ られた ことは、児童 ・生徒 一人一一人の障害 に基づ く種 々の困難の

状 態を的確 に把握 し、学 校の教 育活動全体を通 じて個 に応 じた指導を適切に行 うことが心

身障害教育の教育活動の根幹で あるとい うことであ る。特 に、授業 において は個別指導計

画を作成 し、児童 ・生徒一 人一人 に応 じた工夫 と配慮 に満 ちた専門性の高い指導 を進め る

必要が あることを確認 した。個別指導計画をよ り活用す るため の視点 と して次の4っ が あ

げ られる。

①的確 な実態把握 ② 中心的課題の明確化 ③指導 の手だての具体化 ④教 員間の共通

理解

この4っ の視点 を大切 に し、個別 指導 計画 を作成 し、 自立活動への移行 の趣 旨及 び具体

的 な内容を踏 まえ、養護 ・訓練に関す る指導(自 立活動の指導)に っ いて授業研究を中心

に研究を進 めて きた。 ここで は、肢体不 自由養護学校小学部、知的障害養護学校小学部の

指導事例を取 り上 げる。

1主 題設定の理 由

ろ う

平成11年3月 に盲 ・聾 ・養 護学校学 習指導 要領が 告示 され た。 「養護 ・訓練 」 は 「自立

活動」 と名称が改め られ るとともに、個別の指導計画の作成が 明記 された。来年度か ら 「自

立活動 」 として実施す ることとなる。 「自立活動」への改訂 の趣 旨を踏 まえ、具体的 な指導

を どのよ うに進め るかにっいては、各学校 におけ る重要課題 とな ってい る。

改訂の趣 旨は、個 々の児童 ・生徒が 自立を 目指 し、障害 に基づ く種 々の困難 を主体的 に改

善 ・克服す る教育活動 であ ることを明確 に した点にあ る。 その ため には一人…人の実態を的

確 に把握 した具体 的な指導 内容を設定 し、教育 活動全体を通 して適切に指導 を進 める高い専

門性が求め られ る。児 童 ・生徒 一人一人に応 じた専門性の高 い指導のためには個別の指導計

画 と、それに基づ く指導が求め られ る。

そこで、本分科会 では、心身障害教育 における重要課題であ る 「自立活動」の指導の充実

一49一



に向け、学習指導要領及び教育課程の理解を深めるとともに、個別指導計画を 「自立活動」

の指導充実の最 も有効な手だてと捉え、研究主題を設定 した。

II研 究方 法 ・内容

1研 究の方 法

(1)学 習指 導要領 「自立活動」(平 成11年3月 告示)を 中心 に研修を行い、教育課程 との関

連か ら理 解を深 めた。

② 「養護 ・訓練」及 び個別指導計画について 自校の教育課程 上の位置付 けや指導の実際に

つ いて授業研 究や意見交換を通 して、各学校の現状 と課題 を明 らか に した。

(3>「 自立活動 」の指導 の充実 におけ る課題 を整理 し、研究のための方策を立て、授業研 究

を通 して検証 した。

なお、授業研究を進 め るのに当た って は、 「自立活動」の 目標 と内容 による もの と した。

また、学習指導要領(平 成11年3月 告示)に 示 された 「個別の指導計画」 と 「個別指導計

画」 を同義 にと らえ、本分科会で は、学習指導要領の用語 と して示す場合 は、 「個別の指導

計画」を使 い、それ以外 は 「個別指導計画」を使 うことに した。

2研 究の 内容

(D養 護 ・訓練の指導 におけ る現状 と課題

本分科会で は、養護 ・訓練の指導 に関す る現状 と課題 にっ いて、各研究員の実践を基に

検討 を進め た。以下に現状 と課題を整理す る。

① 現状

ア 肢体不 自由養護学校(学 級)

(ア)普 通学級 にお いて は、養護 ・訓練の時間におけ る指導 は、姿勢 や動 作などの指導

を中心 に週3単 位時間行われ ている。

(イ)養 護 ・訓練 に関す る指導 は、健康の保持 ・増進、感覚の活用、 コ ミュニケー ショ

ンなどを指導 内容 と して、個別 や グループ等の学 習形態 をと りなが ら、個に応 じた

指導 の充実 に努 めて いる。

(ウ)医 療 的ケアが必要 な児童 ・生徒 に対 して は、養護 ・訓練 に欠 くことので きない指

導内容 と して健康 の保持があ り、バ イタルサ イ ンチ ェックに十分な時間を とってい

る。

イ 知的障害養 護学校

(ア)養 護 ・訓練 に関す る指導の形態で取 り組 まれてい ることが多 く、養護 ・訓練 の時

間 におけ る指導 と しては、 ほとん ど行 われ ていない。

(イ)養 護 ・訓練 に関す る指導 につ いての理解が十分でな く、領域 ・教科を合わせた指

導等での位置付け も曖昧 なことが多い。

② 課題

以上 の諸点 を明 らかにす る方向で検討を続け、考察 した要点 は以下の とお りで ある。

ア 肢体不 自由養護学校(学 級)
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(ア)個 別指導計画の伯成 におけ る実態把握の 基準を明確に し、児童 ・生徒の 希望や 、

保護 者の意見や願 いを ト分 に取 り入れてい く必要があ る,

(イ)日 標が複数設定 され るLlf/a,111GIは、優 先課 題を明確 に し、教 員問で細かい点 の共通理

解を図 ってい く必 要が ある.

(ウ)養 護 ・訓練 に関す る指導 において も、教員が理解を深め、 具体 的な指導 内容 ・力

法について研究を進 め るとともに、保護 者に対 して目標や指導内容 ・hf.Jt,tの イン

フォーム ドコ ンセ ン ト(説 明 と同意)をf一 分に行 って い く必要があ る。

イ 知的障害養護学校

(ア)養 護 ・訓練 に関す る指導 においては、個別指導計画に基づ いて 具体的 な指導内容

を各教科等 に関連付 けて指導 を進め る必 要があ る。 養護 ・訓練の指導 と各教科等の

指導 との関係 につ いて、必要以上に関連付 けを して、各教科等の 目標の達成が損 な

われないよ うにす る必 要があ る。

(イ)知 的障害のある児童 ・牛徒に は、発達の遅滞 と偏 りの双方に対応す る養護 ・訓練、

す なわ ち知的障害の ある児童 ・生徒全員を指導の対象 とす る養護 ・訓練が原 則で あ

るという見地か ら、知的 な面 にはた らきか ける概念形成 に関す る指導 及び単 一障害

で障害が軽度の児童 ・生徒 に対す る障害の受容 に関す る指導が必 要であ る。

(ウ)養 護 ・訓練の時悶における指導を行 う場 合は、指導者 に指導 内容 ・方法につ いて

の専門的視点が求め られ る。

(エ)指 導 の個別化が、 重要な視点 であ り、個別指導 と集団指導を効 果的 に組み 合わせ

た指導 形態のr夫 が求め られ る。

(2)個 別指導討 画の現状 と課題

¢ 現状

各研究員の所属す る学校(学 級)の 個別指導計画の作成及び活川の現状 と して以下の

ことがあげ られ た。

Q学 部 ごとに書式を統一 して作成 し、評価や通知表 と も一本化 させ て個別指導計画その

ものを 日々の指導 に活用 して いる。 または、各教科、領域の指導 目標 を設定す るための

基礎 資料 と している。

学年 、学級、教科 等で それぞれ に別の書式で作成 して いる。

C統 …した書式では作成 していないが、児童 ・生徒 の実態や課題を 表にまとめ、教科 ・

領域 や指導の形態によ って別 に指導 汁画を作成す る際の資料 と してい る。

ア 肢体不 自由養護学 校(学 級)

肢体不自由養護学校では、養護 ・訓練を 並と した指導の対象 となる児童 ・生徒が多

数を 占め ること もあ り、以前か ら児童 ・生徒の実態把握の ための資料や、 目標 ・課題

を明記 した表などはほとん どの学 校(学 級)で 作成 されていたという経 過があ る。 し

か し、個 別指導計画 の基礎 とな る資料 がそ ろ って い るが 、個 別指 導計 画 と して ま と

ま った ものが 作成 されて いないのが現状 である。

イ 知的障害養護学校

知的障害養護学校で は、個別指導計画の作成 に向けて取 り組んでいる学校か ら、す
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でに個別指導計両を作成 ・活用 して いる学校 もあ り、現状 は多様であ る。 また、各教

科等の指導 と具体的に結 びっ いた個別指導計画について は検討中の学校が多 い。

② 課題

以 トの現状を踏 まえて 、個別指導計画を作成、活用す る上 での課題 を整理 した。

ア 個別指導計画作成 に当た っての課題

(ア)実 態把握 のための発達の捉え方 や観点 を明確 に し、指導 のね らいや手だてを具体

的にす る必要が ある。

(イ)実 態把 握やね らいの設定の段 階で、保護者の意見や願 いを受 け止め、実際の指導

に生かす必要が ある。

イ 個別指導 計画の活用に 当た っての課題

(ア)重 度の 障害のあ る児童 ・生徒の場合、実態把握や評価が指導者の主観だけに頼 ら

ないよ う複数の教員の協議による多面的な評 価を行 うよ うにす るな どの工夫が必要

である。

(イ)学 部間での項 目や内容 の共通理解を図 り、指導 の系統性、 一貫性 に結びっ けると

ともに引 き継 ぎの資料 として十分 に活用す る必要が ある。

(ウ)個 別指導計画を基 に、保護者 に指導方針や指導 内容 ・方法を説 明 した り、具体的

な評価にっいて伝え るなどの活用を一層推進す る必要があ る。

皿 課題解決のために

1明 らかにな った課題 を踏 まえて

本分科会では、授業研究や情報交換 、意 見交換等を通 して、養護 ・訓練 と個別指導計画の

現状 と課題を明 らかに して きた。 これか らの心身障害教育への展望を もち、課題に対 して解

決のための方策 を立て、 「で きること」 か ら授業研究を中心 に検証 し、授業改善にっ なげ る

ことに した。

2自 立活動の指導 について

自立活動 にっ いて研究を進め る上で は、教育課程

及び 自立活動 にっ いての理解を深 める必要が ある。

本分科 会で は、盲学校、聾学校及 び養護学校学習指

導要領(平 成11年3月 告示)に っ いての研修を進め

るとともに自校の教育課程 にっ いて養護 ・訓練 との

関連 か ら検 討 し、以 下の ことにっ いて共通 理解 を

図 った。

(1)自 立活動 は養護 ・訓練か ら名称が変わ っただけ

でな く、 目標や内容 も改 め られた ことに十分留意

す る必要があ る。その要点 は以下の2点 であ る。

ア ー人一人の児 童 ・生徒の実態に対応 した活動であ ること。

イ 自立を 目指 した主体的 な活動 であ ること。

養護 ・訓練 自 立 活 動

五

つ

の

柱

身体の健康 健康の保持 五

つ

の

区

分

心理的適応 心理的な安定

環境の認知 環境の把握

運動 ・動作 身体の動 き

意思の伝達 コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン

(表1)
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② 具体的 な指導内容 を選定す る ときの観点が明確 になるよ う、5っ の柱 は5っ の区分 と し

て改 め られた。 またそれ ぞれの内容について も具体的 にイメージ しやす くな るよ うに とい

う観点か ら22項 目に示 された。

(3)「 養護 ・訓練 に関す る指導」 は、 「自立活動の指導」 と改め られ、学校 の教 育活動全体

を通 じて行 うこと、 「自立活動の時間における指導」 はその一一部であ ることが、 よ り一層

明確にな った。

3自 立活動 にお ける個別指導計画 につ いて

盲学校 、聾学校及 び養護学校学 習指導要領(平 成11年3月 告示)に は、 自立活動におけ る

個別 の指導計画 について次のよ うに示 して いる。

「第2で 示す内容(5つ の区分、22の 項 目)の 中か らそれぞれ に必要 とす る項 目を選 定 し、

それ らを相互に関連付 け、具体的 に指導内容を設定す る もの とす る。」

また、同 じく指導計画 の作成 と内容の取扱いでは、 「各教科、道徳、特 別活動及 び総 合的

な学習の時間 との密接 な関連を保 つよ うに し、組織的、計画的 に指導が行 われ るよ うにす る

もの とす る。」 と示 されてい る。

これ らの ことにっ いて各教員が十 分理解 し、個別指導計画の作成や教 育課程の編成を進め

ることが大切であ る。

4自 立活動の指導の充実の視点 一個別指導計画の作成 と活 用を通 して一

自立活動の指導を充実 させ るためには、1～3で 述べた内容 の他 に次の2点 を視点 と して

押 さえ る必要があ る。

(1)個 々の児童 ・生徒 の障害 に基づ く種 々の困難の状態 を的確 に把握す ること。

(2)(Dで 述べた状態 を踏 まえて、 専門性の高い的確 な指導を個 々に対 して適切に進 ある こと。

また、各研究 員が所属す る学校の個別指導 計画の実態 は図1に まとめ られた。

(ア) (イ) (ウ)

個別指導計画を活用

している学校

個別指導計画を作成して

いるが、まだ十分に活用

されていない学校

実態把握のための資料はある

カ、個別指導計画としては

だ作成 していない学校

_一/

自 立 活 動 の 充 実 の 視 占

(ア)の 「個別指導計画 を活用 して いる学校 」につ いて は、 自立活動 の指導の充実の視点

を取 り入れ ることによ って個 に応 じた指導が展開で きる。詳 しくは、IV指 導 事例の2(知

的障害養護学校小学 部)で 述べ る。

(イ)の 「個別指導計画を作成 しているが 、まだ十分に活用 していない学校 」については、

自立活動 の視点か ら個別指導 計画を見直す ことによ って、項 目を整理 した り、実態把握や

評価方法を定めた りす るな ど、個別指導計画の改善が期待で きる。詳 しくは、IV指 導事例

の1(肢 体不 自由養護学校小学部)で 述べ る。
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(ウ)の 「実態把握 のための資料

等は作成 して いるが 、個別指導 計

画 と しては作成 していない学校 」

においては、従来か ら作成 してい

る実態把握 表や指導計画等の資料

を活用する ことが大切であ る。 自

立活動におけ る個別指導計画の作

成 に して も、他の実態把握表等 と

関連が不十分であ ると活用 しに く

い。

ここで表2の ように従来か ら使

用 して いる資料等を 自立活動 の指

導 の充実の視点か ら、個別指導計

画 と して まとめてい くことが考 え

られ る。

本分科会の研究員が この試 みを

行 ったが、

〔生徒の実態'

!

:響㌦ 〕＼辱]

と課題.＼

ノ今年度の

置/

個別指導計画

/匪國
〆 、

纏鶴懸桑
ノ

「1

通 知 表

＼ ノ¥J

中 ・高への引継資料

＼ ノ

r、

実習(進 路)先
への資料

＼ ノ

(表2)

「児童の全体像が 明確 にな った。」 「指導場面を想定 しなが ら作成 したので、

実際の指導 に生かす ことがで きた。」な どの成果が あげ られた。

5個 別指導計画の活用のために

個別指導計画の活用 にっいて要点 を整理 したのが表3で あ る。

(1}実 態把握

実態把握 は各学校で行 って いるが、その妥 当性 に自信が もてない とい うことが各研究員

か らあげ られた。特 に実態把握 についての理解 と実践が課題 と してあげ られ た。

実態把握を事前評価 として的確 に行 うことの必要性が本分科会で も確認 されたが、肢体

不 自由養護学校(学 級)に お け る実態把握 につ いて は、各学校が従 来か ら使用 して いる

チ ェック リス トの改善が意 見 として 出されたが、課 題 と して残 った。

② 中心的課題の明確化

自立活動の指導 については、障害や疾病(lmpairment)と と もに、障害 に基づ く種 々の

困 難(Disability)を 的確 に とらえ、児童 ・生徒一 人一人の中心的課題 を明確 に し、 この

課題 に即 した具体的な指導 を進 める ことが極めて大切である。

個別指導計画で 目標 を設定 す る際、年間を見通 した 「長期 目標(年 間 目標)」 と1学 期

あるいは単元 ごとの 「短期 目標 」を考え る場合が多 い。 「長期 目標」は、 その児童 ・生徒

の今一番大 きな課題(中 心 的課題)を 設定 し、各教科等 の指導にっなげ、全授業を通 して

取 り組 む ことによ り成果が期待 で きそ うな ものを設定す る。 また、各教科等 の短期 目標 は、

「長期 目標」 の達成をめざ した具体的で短期間で達成で きるよ うなね らいを設定す る。長

期 目標はあれ もこれ もと欲張 らずに、課題 に優先順位をっけ、今 中心 とな る課題 を明確 に

す ることが大切 であ る。 この ことによ り各授業担 当者 は、個別指導計画 に記載 された中心

的課題を把握 し、必要 な学習内容を計画す ることがで きる。
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〔3)指 導の 手だての 具体化

目標達成に向 けての具

体的な方法が ∫指導の 手

だて」であ る。教 師が専

門性を発揮 し、指導 の 手

だてをL夫 す ることが 大

切な点であ る。 そ して、

この指導の 手だてを個別

指導計両に具体的 に記載

す ることが必要 であ る。

個別指導計画が 、なかな

か活用で きない理 由の多

くは、 この指導 の 手だて

の具体性が欠 けている こ

とにあ る。

指導の手だてを具体化

す るためのポ イン トは次

の4点 で ある。

ア 児 童 ・生徒 ・人一

人 の実態を的確 に把

握 していること。

イ 指導 目標が 明確 で

あ ること。

ウ 児童 ・生徒 の活動

が具体的 である こと。

工

「個別指導計画作成に際 しての留意点」の構造図

[=三_一. 実 態 把 握

轡塾 」
「

賄
創講霜

鋭

旦
一 一 一 一一一)

「一一』一「固別指 導計画作成亘寺1め留 意占

数種類の書類の
整理と個別指導 中心的課題の

鯉 轟 薪 職 .⊃

■

コ

個別指導

発
の
れ轟

●

灘
麟

類
る
に

●

を
生

、
=
活

章

し

。

β

と
る

孟
っ
甘

鷲

重
持
徒
ー

用

●

十画 作 成 、1

●課題のピンポイ

ント化で効果的
な指 導 がで き
る。

・担任以外の教科

担当者がねらい
を設定 しやすく
なる。

r＼ 〆 、

指導の手だて 教員間の
の具体化 共通理解

.一 ＼__.コ

一一一 一

成 、 活 用の効果
、ノ

r＼
・児童 ・生徒の細

「
.同 じ方 向性 を、

かい動きがわか もった指導、役
りやすくなる 割分担をもった
保護者が見ても 指導で効果的な
わかりやすい。 授業を行 うこと

ができる。
。計画的な授業を

展開できる。 ・全授業を通して
一貫した指導を

●i襲湯幣 行うことができ
る。

'醗 麓ll継

Lソ 粍 ノ

几c

活 用 され る個別指導計画 に!

(表3)

指導方法にっ いて精通 して いること。

指導の手だてを学 習指導案 に具体的に記述 す るとと もに、作業手順や教 員の指導の実際

を写真(デ ジタルカメラとパ ソコ ンを活用)や イラス トで取 り入れる ことが有効で あるこ

とが授業研究を通 して確かめ られた。

指導の手だての具体化 によって、期待 され ることは次の3点 である。

ア 児童 ・生徒 、保護者 そ して教員に とって分か りやす い授業が 期待で きる。

イ より計画 的な授 業、具体的な評価がで き、さ らに次の指導につなげ ることがで きる。

ウ 指導の手だてにつ いて共通理解が図れ、引 き継がれ る。

(4)教 員間の共通理解

個別指導計画作成、活用 を通 して、教員相互が児童 ・生徒 …人一人の指導 にっ いて共通

理解を図 ることが大切であ る。 児童 ・生徒の実態把握、指導 目標の設定、指導の手 だての

具体化 などにつ いて、個別指導 計画 を資料 と して教員間で共通理解を図 ることによ り、継

続性 、一 貫性 のあ る指導が期待 で きる。
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IV指 導事例

1肢 体不 自由養護学校

肢体 不 自由養護学 校 は、児童 ・生徒の障害の重度化が進み、医療的 ケアの必 要な児童 ・生

徒 の比 率 も増え、健康而、機能面 など ・人…人 にきめ細かな配慮が必要で ある。 また、認識

面 にお いて も、個人差が 大 き く、学 年で行 う授業 だけで な く、健康面、認 識面、機能面を考

慮 した課題別 の縦割 りの グループ学 習を行 うことが多 くな って いる。特 に、 重度 ・重複の児

童 ・生徒 の学習 グループで は、養護 ・訓練を主 と した指導 を行 って いる。 ここでは、最 重度

の(重 度 ・重複)の グル ープに属す る 一人の児童に焦点をあて、個別指導計画を活用 した 自

立活動の時 間における指導 につ いて述べ る。

(1)活 用 しやすい個別 指導計画の作成

児童の実態や課題を記 した個別指導計画 は、年度 当初作成 した ものを基に、授 業や評価

にt分 活用す ることが重要で ある。本分科会で は、個別指導計 画作成 にお いて は、的確 な

アセス メ ン ト(実 態把握)に 基づ く課題設定 と課題達成のための指導の手だてが明確かつ

具体的 にな って いること等が、活用 しやす さにつ なが ると考えた。

〈実態把握 〉 〈重度 ・重複学級 の教育課程 〉

障害 に基づ く種 々の困難

○ 呼吸状態が不安定であ る。

・ 体調や情緒が不安定 なときに

・ 緊張状態が 強 くな る。

健康の保持

;

自

立

活

動

の

指

導

心理的な安定

環境の把握

〈中 心 的 課 題〉 ◇

身体の動き

心身 と もに リラ ックス した状態 で過 ご

し、呼吸状態 を改善す る コ ミュニケ ー ション

・安定 した体調で過 ごす。 音楽

・自分の気持 ちを発声、表情 、視線 で

表現す る。

日常生活の指導

遊びの指導

○大人 とのかかわ りを楽 しむ :

特別活動←

※ 中心的課題については上か ら優先順位

とす る。

指導の手だての具体化 につ いては、児童Aの あ る一 日の学校生活につ いて 自立活動の時

間における指導 の学習指導案に示 した。
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(2)個 別指導計画の形式

児童氏名

障害等

健

康

認

知

・

コ

ミ

ユ

ニ

ケ

ー

シ

ヨ

ン

基

本
的
生

活

習
慣

保

護
者

の
声

1 障酬ゴ 、性明叫一___i

i
課

中心的

題

実 態
5

課 題} 課題達成のための

艦

i
!

{

L

」

〈3)個 別 指導 計画を活用 した学 習指導案の作成

個別指導計画を基 に、学年 において行 う日常生活の指導 、音楽 、特別活動 、養 護 ・訓練

の時間における指導や学習 グループで行 う養護 ・訓練 の時間の指導等 においてそれぞれ、

学習のね らいや指導の 手だてを具体化す るよ うに してい る。 各教科等別 に指導計 画を立て、

さ らに児童一一人一人に各教科等別の年間指導計画を作成 して いる。重度 ・重複の児 童は、

養護 ・訓練を主 と した指導 を進 める ことが多 い。 自立活動 を 主と した指導は 「全 人的 な発

達を促 すために必要 な基本的 な指導内容を、個 々の児 童又 は生徒の実態に応 じて設定 し、

系統 的な指導がで きるよ うにす る。」 と学 習指導 要領に示 されてい る。指導内容の選定に

教師の専 門性が問われ る。

事例対象児童Aの 属す る学習 グループは、学校内で障害の程度が最重度の グループであ

り、健康の増進 を大 きなね らいと してい る。 ここでは個別指導計画を基に した学習 グルー

プでの養護 ・訓練 の時間にお ける指導 にっいて述べ る。 なお、指導 の 目標 及び内容につい

ては自立活動によ るもの とす る。
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表5の 学習指導案 は、学習 グル ープにおける指導 にお いて、 自立活動 の様 々な内容を組

み合わせ た ものである。特 に、指導の手だてを具体化す ることと自立活動 の内容 との関連

を心が け作成 した。

(4)自 立活動の時間におけ る指導学習指導案(表1)

*・ 一 全体へのね らい、配慮す る点

◆ 一一Aの 個別指導計画 を もとに したね らい、配慮す る点

授 業 の 流 れ

9:40
●ポジショニング

体調確認

纒
・姿勢保持と運動 ・動作の

補助的手段の活用に関す

ること

健康の保持
・健康状態の維持 ・改善に

関すること

9:50
・朝の活動

リラクゼーション

水分補給

排泄指導

羅
・生活のリズムや生活習慣

の形成に関すること

魎
・姿勢と運動 ・動作の基本

的技能に関すること

is:2a

・朝の会

始まりの歌

名前呼び

わ らべうた遊び

ゆらゆ らたんたん

バ ッタバ ッタ

ぎったんばったん

はらぺこあおむ し

L・型、・よ安一・
・対人関係の形成の基礎に

関すること

コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ン

ね ら い 及 び 配 慮 す る 点

*児 童の呼吸状態や体の緊張、変形を考慮 した姿勢にしなが ら全

体を見渡せる位置に一人一人を車いすから下ろす。
・クッションチェアー、三角マ ット、枕、タオルケットなどを

使いながらポジションを決めて行 く。

◆首の後ろに厚めに巻いたタオルをいれて顎を少 しあげた仰向き

姿勢を取 る。

*健 康状態を把握 し、一人一人にあったペースで授業を進められ

るようにする。
・連絡帳の内容から体調を確認 したり、家庭での様子を知 りあ

う。さらに、学年での様子を教員相互で確認 し合う。

*生 理的な快が得 られるように、心身共にリラックスした状態を

作る。

*一 定量の水分を安全に摂取する。

・静かで安心できる音楽を流 しなが ら、ゆったりと声かけを し

て、一人一人に合 ったや り方で体をほぐし、緊張状態を改善

してい く。
・待 っている児童の姿勢や呼吸状態にも、気をっけ、声掛けや

姿勢保持を してい く。
・水分補給は、水分のとろみ、姿勢、口唇介助に気をつける。

◆話 し掛け、歌い掛けを しなが らリラクゼーション(首 、肩のス

トレッチ、体幹の揺さぶり、胸郭への働き掛け、呼吸介助によ

る深呼吸の促 し)を 行い、心身の リラックスを促す。好きなこ

と、心地良い事をして くれる人として、担任を意識する。

◆水分補給は、ゼ リー状のジュース等を30～50cc摂 る。30度 の

姿勢角度を保ちっっ、口唇介助する。拒否の表1青を示 したら無

理強いはしない。

*ク ッションチェアなどに座り、それぞれが見渡せるように半円

状になる。楽器を弾いた り、担任が曲に合わせて踊るなどの楽

しい雰囲気の中で、学習の始 まりに期待感を持っ。

*担 任とのかかわりを楽 しめる力をっける。

・名前呼びでは、注 目されているのが分かるよ うに目の前で

しっかり呼んだり、少 し体を揺すってあげることで、気付 き

やす くする。
・ゆったり揺れたり、大きく揺れたりといろんな揺れを取り入

れっっ、一人一人にあった揺れやかかわり方を工夫する。

・スキンシップの楽 しさが伝わるようにしっか り抱き込んでや

る。
・1対1の かかわりを大切にしっっ、集団の楽しい雰囲気が伝

わるように心掛ける。
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10:40

●遊具遊び ・トランポ リン

ロー リングシーソー

ハ ンモ ックシーソー

滑り台 ・箱ぶ らん こ

麗
・感覚を総合的に活用 した

周囲の状況の把握に関す

ること

L・理 ・ ま安'

・対人関係の形成の基礎に

関すること

コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン

・コ ミュニ ケー ションの基

礎的能力 に関す ること

11:15

◆始まりの歌、オルガンが好きなので、目を向けやすい位置や姿

勢を心掛ける。近 くで担任が曲に合わせて踊る、手を持ちなが

ら 緒 に踊るなどを行い、楽 しい雰囲気を味わわせる。

「ボンゴボ ンゴ始まるよ」 「 緒 に踊ろうか」 「楽 しいね」等

の声掛 けを し、期待感を持たせた り、気持ちを言葉に してい

く。

名前呼びは答えを求められることに対 して、戸惑い(目 を逸 ら

す、表1青が くもる)が 見られるので、好きな歌の直後に呼び、

気持ちが素直に出せるようにする。何度も呼んだりしない。目

が合 う、発声するなどの様fが 見 られた ら、手を持 って褒め

る。

わらべ歌遊びは、順番を後にしたり、間をもたせ、期待感や予

測するカを育てる。触る前に手を見せたり、声掛けを した りす

る。笑顔がたくさん見られた時は、 「もう一一度する?」 等の声

掛けを して、発声や表盾の変化等を促す。

*い ろいろな遊具でた くさん遊び、体を動かす楽 しさや喜びを体

感する。

*一緒 に遊尉 旦任に対 して、安心感を もち、楽 しさを笑顔や発声

で表現する。
・遊具のゆれを時折 止めたり

、動か したりすることで、 「もっ

としたい」等の気持ちを引き出し、担任の声掛けに発声や視

線で表現できるように働きかける。

◆声掛けを し、視線で要求する機会をもつが、何度 も問いたださ

ず、本児が 日頃好 きな遊びを行 うなどして、 「楽 しか ったね」

「これ好 きだよね」というように言葉に していく。

笑顔や視線に対 しても 「これやりたいよね」 「お もしろいね」

と言葉に していく。

しっか り抱いたり、歌を歌いっっ遊具に乗ることによって、担

任との心の触れ合いが持てるようにする。

待っている間 も発声や表情の変化等で気持ちを表現 したりでき

るよ う姿勢に気をつける。

⑤ ま とめと今後の課題

個別指導計画を活用す ることで、 どの指導場面 において も、 「何をね らって、 どう働 き

掛 けるのか。」 とい う事が明確 にな り、 「児童 ・生徒 の様子が ど うで あったか」の評 価や

今後 ど う進めてい くかの指針が もちやす くな る。評 価にっ いては、授業の中で表れる児

童の変化や様子を教 員間で確認 し合 った り、ケー ス会 において論議 し、時に指導 の仮説 を

組み 立て直 しなが ら指導 内容 ・方法 にっ いて話 し合 うことが大切であ る。 このよ うな取 り

組みの中で個別指導計画 を基盤 に指導を充実 させ ることがで きる。 また、評価 を通 して個

別指導計画に記述すべ きことを精選 してい くことも大切で ある。 自立活動 の指導 にお いて

は、個 々の児童 ・生徒 の的確 な実態把握に基づ き、 自立活動の5つ の区分、22の 項 目か ら

何をね らって、どの場面で何を して い くのか を明 らか に し、指導を進 める ことが必要であ

る。その点 で も個別指導計画の活用が きわめて 重要で ある。

今後 、保護者、養護 ・訓練 担当教諭 や養護教諭 などとの連携を 一層 密 に し、学校全体で

個々の児 童 ・生徒 に応 じた個別指導 計画 を作成 して い くことが大切 な課題であ る。
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2知 的障害養護学校の養護 ・訓練の指導 について

(1)対 象児童の実態等

B小 学部○年 自閉症F

(実態把握につ いて〉

○ 遠城寺式乳幼児分析的発達検査 一一 入学4月 か ら6月 にかけて担任が保護者か ら

の情報を加えなが ら学級全員 に実施 した。い くつか の検査法を検討 したが遠城寺式 は項

目数が少 な く保護者 と連絡 を とりなが らチ ェ ックで きるため取 り入れた。

Q太 田のステー ジ評価 ・一…5月 担任が実施。太田昌孝 氏の自閉症児の発達課題 とス

テージ評 価は本校小学部で比較的活用 されて いる ものであ る。学年を越えて教員に実態

をよ り知 って もらうため と課題設 定が しやす いため に実施 した。

・ 日常生活の指導 に関す るア ンケー ト

「着替え」 「排泄」 「給食」 「遊 び」 「コ ミュニ ケーシ ョン」な ど9項 目に関 して保

護者の願 いを聞 き取 り、保護者 と話 し合い、調 整 した上で課題を設定 した。

・ ケース会議 ・…一 学年会 を毎 日もち、児童 の一 日の活動を振 り返 り、行動や課題 を

検討す る。 これ は児童の実態把握、授業計画、テ ィームティーチ ングを行 ってい く上で

も不可欠 な もので ある。検査は この毎 日の観察によ る実態把握を補 うものだ と考えて い

る。以上 の手続 きを経て 「家庭生活 表」(家 庭での児童の様子 をタイムテー プル ととも

に記入 して もらった。)「 学校生活 表」(健 康、基本的習慣、身体 ・運動、操作、認知、

社会性、その他の7項 目に関す る学 校での実態 ・様子)を 作 成 し最終的に個別指導計画

を作成す る。

(2}学 習指導要領 「自立活動 」 と実践 との関係

本児の実態か らみて個別指導計画の教育課題及 び指導 内容 は養護 ・訓練の 目標、内容 が

中心 となる。新学習指導要領(平 成11年3月)の 「自立活動」の 内容か ら本児 の優先課題

と現在実践 して いる手だて と配慮点 は以下の とお りであ る。

◇ 心理的な安定 一一 情緒の安定 に関す ること。

● 児童が理解 しやすい学習環境 を設定す る。→ 教室の構造化(集 団学習の場 と個別学

習の場を分 け る。個別学習 は仕 切 りを使 って3面 を囲んだ コーナーをセ ッテ ィ ングし

て行 う。)

● 本児 には強 い偏食が あ るが 、嫌いな物 は 「食べた くな い」のサ イ ン(手 を振 る)、

好 きな ものをおかわ りす る ときは 「くだ さい」の サイ ン(手 をたた く)を 指導す る。

◇ 環境 の把握 一一 認知 や行動の手掛か りとなる概念の形成に関す ること・→ 「国

語 ・算数」で は具体物 を用 いて、 はめ板 など児童 に学 習の結果が分か りやす い学習をす

る。 また音楽、図工な ど他 の教科 において も具体的 な教材 を用いた短時間の学習を行 っ

て いる。集団学習の場で も常に一対一の対応を してい る。

◇ コ ミュニケー シ ョン ー一 コ ミュニ ケー ションの基礎 的能力 に関す ること。

● 写真、実物 、身振 りサ イ ンの活用→本児 は言葉での指示理解 や表現が難 しいため、

それ に替わ る手段を用 いて いる。その結果場面の切 り替えが スムーズになることがあ

る。例えば音楽室、体育館 に移動す るときはその場所の写真を確認 し、手 に持 ちなが
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ら移動 して いる。r定 の確認 も次 に行 うことのみ写真で提示 している。

小学部 個別指導計画 ○楽器のまとめ(1年 氏名B

・写真や指差 しなどの身体的サインを受 けとめ次の課題や場面

教育課題 に取 り組めるようになる,、

(長期目標)● 要求があることを身振 りサ イン(肩 をたたく ち ょうだ

い,の サイン)な どで表現できるようになる,、

◎ で きる 「'だ いた いで きる △ が ん ば ろ う

学習内容 ()学 期 の 指 導 目 標 指 導 の 手 だ て

　 一

評価

一

所見

一 一　 一■幽　 }一一 一 『 一一r

国語 パ ネ ル シア ター ・パネルを注視で きる時間を増や ●情緒が不安になった場合は席を外し

算数 歌遊び す,、 た り抱 っ こ しなが ら見せ た りす る、,

'手を つ な ぎ ま ・遊びの動きに慣れ、移動できるよ ・片 手 は教員 が つ な ぐよ うに す る、、

し ょ う 」 う に な る 。

1大波小 波 」

パ ラ シ ュ ー ト ・パ ラ シ ュー トを もつ こ とが で き ・パ ラ シュー トの把 事を もた せ る,

る。L下 する布に注目することが 布 の下 に座 らせ るよ うにす る。

個別学習 が で きる,

「輪 ぬ き、色 の

弁 別 、ボ ール 入 ・離席ぜずに集中することができる, ・一教材ごとの学習時間を短くし、本

れ 、パ クパ ク人 追視、注視できる時間を増やす。 児の関心のあるものや得意なものか

形 、棒通 し、 は 指 さ しに注 目す る ことが で き る。 ら行 うよ うにす る。

め 板1 色の 違 い に気付 く,,

一

一一

(実物B4版 個別指導計画 国語 ・算数部分)

(3)養 護 ・訓練 に関す る指導 「国語 ・算数」

1年 児童5名

〈「国語 ・算数」 にお けるAの 実態〉

教 員の手を 目指 して手を挙げ ることがで きる。身振 りとと もに 「くだ さい」 とい うと手

に持 っている物 を渡す ことが で きる。要求 は手を引 くなどの ク レー ンハ ン ドで示す。要求

が通 らない と座 り込んだ り、 自傷 を起 こす ことが多い。写真やパネ ルを2、3秒 間見続 け

ることがで きる。静かな歌を聴いて いる ときは落ち着いて いることが多い。表出 言語 はな

い。

〈課題設定におけ る配慮点〉

● 集団学 習は太田の ステー ジ1を 中心 とし、対人関係 、社会性の発達が ト分 でない児童

が参加 しやす い課題を設定す る。 ステー ジ∬、 皿の児童 に対 して はその課題 の中で高 い

課題を設定 す るよ うに工夫す る。

・ 長い説明はせず簡 単な身振 りやキー ワー ドで課題を伝 え るよ うにす る。

〈集団学習全体 のね らい〉

・ 国語 ・算 数の基礎 とな る力を養 う。 ・追視 ・注視をす る。

・ 友達を意識す る。 ・簡単なルールのあ る遊 びをす る。

Aの 「国語 ・算数Jに おける学習内容、目標、指導の手だて は個別指導計画を参照の こと。
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【学習の流れ】

あいさつ 一

集団指導 一一

個別指導

身振 りサ イ ンとともにあいさっをす る。

① パ ネルシア ター 「しゃぼん 玉」

② 歌遊 び 「手をっな ぎま しょう」 「大波小波」(手 をつ ないで歌に合わ

せ てまわ った り集 まった り広が った りす る。)

③ パ ラ シュー ト 「メ リー ゴーラ ン ド」(全 員で円形の布 を持 って回 る。

上一ドす る布の下 に入 り布の色や風 の感触を楽 しむ遊び)

0

n

v

iJ

0

0

0

輪ぬ き(曲 が った鉄棒か ら大小の輪 を抜 き取 る。)

色の弁別(赤 い皿 に赤いチ ップ、青い皿に青 いチ ップを置 く)

ボール入 れ(透 明な筒 にカラーボールを押 し込んでい く)

パ クパ ク人形(ワ ニの人形の 口にお菓{を 食べ させ る)

棒通 し(木 の支柱に穴の空 いたブロ ックを通 してい く)

形 はめ(み かんな どの ワンピースの形 はめ10枚)

あいさっ(わ らべ歌 とともにさよな らをす る)

〈1学 期の評価〉

評価 は学期末 に設定 されて いる会議だ けでな く毎 日のケース会で行 ってい る。 その結果

担任全 員が 子ど も一一・人一人の状態を共通理解す ることが で き、テ ィームテ ィーチ ングでの

授 業づ くりを スムーズな もの として いる。

●バネルはちらちらとみている状態だが全体的に落ち着いて参加できた。歌を聴 くことによって集団での

学習の雰囲気を感じているn

・ 「手をっなぎましょう}は 両手を教員がっないでいるが、横への動 きがあるぜいかしゃがみこむことが

多くみられた。

・補助を受けて把手を持つことが増えているが30%程 度である。上下するパラシュー トをよく見ていた

り、手を伸ばして触れようとしたりしている。

・6月 に入ってか らは教材や授業の雰囲気にも慣れ20分 以上課題に取り組めるようになってきた、,1ピ ー

スのはめ板は一人でできるようになった。色の弁別がほぼ理解できている。また、色を見比べて正しい

位置に置こうとする様子も見られるようになった。途中何度か立とうとしたり怒 りだすことがあった。

〈検討の観点 と結 果〉

・ 実態把握 と課題設定 は適切であ ったか。

C指 導の手だて は適切であ ったか。

・ 学習量は適 切で あ ったか。

本 児にとって1学 期 中に達成で きると思われ た課題を設定 したが集団指導で は△が2項

目あ り、個別学習は全体 として● とな った ものの、席 を立っ、怒 りだすなどの行動がみ ら

れ た。 手の運動9ヵ 月、対人関係7ヵ 月 とい う点か ら して も、 「歌遊 び 」 「パ ラ シュー

ト」は手をっ な ぐとい う活動だ けで な く、回 る、前後 に歩 く、 とい う活動が 入ったことで

課題が 高 くな った。実態把握 は適 切であ ったと思 うが 、それを踏 まえての課題設定が、教
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員の 「これはで きるのではないか」 「これ はや って ほ しい」 とい う思 いが強 く出す ぎて し

ま ったので はないか と反省 した。 指導の 手だて は概 ね本児 に とって理解 しやす い もので

あ った。 しか し、集団指導か ら個別指導 に移 る際に全員に、次 は個別学習だ とい うことを

言葉 と身振 りで伝えていたが 、本児 には次の行動が 予測で きなか ったよ うである。 よ り分

か りやすい提示を 工夫 し次の場面 に移 りやす くす ることが必 要であ った、、

また、個別指導の時間に不快 な態度を示す ことが 見 られ るとい うことは集団指導 も含め

て全体 の学習時間が本児 にとって は長す ぎるのではないか、個別学習の課題が適 切であ っ

て も内容が 豊富す ぎたので はないか とい う仮説 を 立て 、課題の精選を行い、本 児にゆとり

を もたせ ることに した。

(412学 期の 「国語 ・算数」での改 善点 と配慮点

【学習の流れ】

学 習 内 容

巡 点と配慮点
集団指導

あいさつ一身振 りサインとともにあいさっをする

雰徽 謬 贈 灘 ちを歩き、音楽が止まる[.畷 りゲームをすることを迦

(3)バスごっこ(歌 に合わせて切符を隣の人に渡す、

受け取る、ポケ ットに切符を しまう)

④パ ラシュー ト

燗別指導

。はめ板

C色 の学習

・棒さし

・輪ぬき

Gあ いさっ

く

のを合図に空いているいすに座 る)い すを提示 しなが らいすを叩 き注目

させ る。

i・ バスごっこをす ることを実物の切符

一 細 て燃
・個別学習に移 ることを、一番は じめに行うはめ板 の一入れる部分の教材を持たせ

個別学習の場所へ誘導する。机のLに ははめ板が置かれてあり、す ぐに学習を

行うことにより予測がっ きやす くする。

●本児に関心の薄かった課題を除 ぎ7」2力墜ら5つ に猛選 した。

●棒さしのブロック、形はめの数を減 らし飽き墨iうL望 に課題が終え られ るよう

に した。

(5)ま とめ と今後の課題

日常生活場 面では次の行動の 予測 と して本 児の得意 な写真や実物 を提示 し行動 している。

要求が ある時は教員の肩をたた く、1門ち ょうだい」のサ イ ンをす るなど簡単 な身振 りが 出

来 は じめてい る。 日常的 にサ イ ンや写真を活用 した結果、場面の転換 時にお ける心理 的な

抵抗の軽減、要求行動の増加な ど効果 を上 げて きて いる。…方で国語 ・算数では本児を中

心 に課題を設定 していたことや、次 々と課題を行 って い くことで集 中力が途切れないよ う

にす る、 とい うことに捕 らわれ、写 真や実物 などの手がか りを省いて いた という反省が あ

る。実態に即 した指導の手だてを 日々担任間で検討 しあ ってい くことが大切であ る。 また

一つ一つの課題の改 善を重視 したあま り
、 一日通 しての疲労 や許容量 などに対する配慮が

足 りなか った とい う反省 もあ った。発達課題を きちん ととらえ る ことが必 要である。
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IVま とめと今後の課題

研究の初めに当た り、各研究員が 「養護 ・訓練 とは何か」 についてA4版1枚 で保護者 に

説明す るたあの資料 を作成す る こととなった。

ここで各研究員が、分か りやす く説明す ることの難 しさ、養護 ・訓練及び教育課程 にっ い

ての理解が不十分であ ることを認識 した。思えば、 ここが研究の 出発点であ った。

本分科会で は、平成11年3月 に告示 された盲学校、聾学校及 び養護学校学 習指 導要領及 び

教育課程 につ いての理解を深 める研修 を研究 と平行 して進 めて きた。養護 ・訓練 や個別指導

計画 にっ いて現状 と課題を明 らかにす る ことは、 自校 の教育課程及 び教育活動 を問い直す こ

とにっ なが り、 自校の課題の焦点化 に もつなが った。 こうした研究を 自校での実 践に大 いに

役 立てたい。

課題 として明 らか にな った ことに対 して、方策を立て 「で きること」か ら授業研究を通 し

て研 究を進 めた。 「中心的課題 の明確化」 「指導の手だての具体化」 などの視点が明 らかに

な った ことは大 きな成果であ った。 しか し、 当初か ら課題にな っていた実態把握、特にアセ

スメ ン トにっ いて は十分 な検証が行えず今後 の課題 と して残 った。的確 な実態把握を行 うた

めに今後各学校で アセスメ ン トについての研究を進め る必要があ る。

肢体 不 自由養護学校(学 級)に おいては、教育活動それぞれについて教育課程上の位置付

けを明確にす ることを通 した教育課程 の改善 を 目指す必要があ る。 また、自立活動の指導の

充実の視点か ら、個別指導計画を整備 し、活用で きるよう改善を重ねてい く必要が ある。

知的障害養 護学校 では、 自立活動の指導 として知的障害 に随伴す る言語、運動。情緒 ・行

動 などの遅れや偏 りの状態 に具体的 にどのよ うに指導す るのか、個別 指導計画 に明記 して指

導を進め る必要が あ る。特 に、領域 ・教科を合わせ た指導 につ いて は、 自立活動の指導の充

実の視点か ら再構築 し、児童 ・生徒一人一人に応 じた具体的 な指導の工夫が求 め られる。

自立活動 にっいての研究を通 して、学校の教育活動全体 を通 じて行 うことを強 く認識 した。

また、児童 ・生徒 の障害に基づ く種 々の困難の状態は一人一人異 な り、 これに的確 に応 じた

教育の必要性 も自覚 した。学 習指導要領 には、 自立活動の 時間にお ける指導 につ いて 「専門

的 な知 識 や技能 を 有す る教 師 を中心 と して、全 教 師の協 力 の下 に効果 的 に行 う もの とす

る。」 と示 されてい る。児童 ・生徒一人一 人の将 来を見据え、 自立 に向 け、指導すべ き こと

を選定で きる専門性 が求め られてい る。

教育課程への理解を一層深め、各研究員が児童 ・生徒一人一人 を生かす教育課程 を編成で

きる力量 を高め るよ う不断の研修 に努 めたい。
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